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四
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書
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帖
譜
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所
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『
瑞
鳳
集
』
の
特
色
　
│
豊
原
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諸
本
と
の
比
較
を
通
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五
│
一
　
豊
原
家
伝
本
の
現
存
状
況
　
│
『
瑞
鳳
集
』
と
そ
の
周
辺
│

１．

先
行
譜

２．
『
瑞
鳳
集
』
以
降

五
│
二
　
諸
本
の
構
成
と
そ
の
特
色

１．

巻
立
て

２．

収
録
曲
目
と
そ
の
配
列

２
│
１．

楽
譜
の
主
部
　
│
傍
線
以
降
の
楽
曲
│

２
│
２．
〈
調
子
〉〈
音
取
〉〈
付
物
〉
な
ど
　
│
傍
線
以
前
の
曲
目
│

３．
〈
調
子
〉
奏
法
に
関
す
る
口
伝
　
│
「
調
子
姿
事
」
│

六
　
ま
と
め



一
　
は
じ
め
に

笙
譜
『
瑞
鳳
集
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
は
、
応
安
三
年
﹇
一
三
七
〇
﹈
に
豊
原
英
秋
﹇
一
三
四
七
│
八
七
﹈
が
山
科
中
将
殿

に
進
呈
し
た
と
い
う
奥
書
を
も
つ
豊
原
家
伝
本
で
、
元
禄
九
年
﹇
一
六
九
八
﹈
の
転
写
本
で
あ
る
。
筆
者
が
本
譜
に
着
目
し
た
の
は
、
大

き
く
分
け
て
次
の
三
つ
の
理
由
に
よ
る
。

１．

現
存
す
る
豊
原
家
伝
本
の
な
か
で
、
最
古
と
さ
れ
る
利
秋
撰
『
古
譜
呂
律
巻
』﹇
一
二
〇
一
﹈、
お
よ
び
英
秋
の
祖
父
龍
秋
撰
『
鳳
笙

呂
律
秘
譜
』﹇
一
三
四
五
﹈
に
続
く
第
三
の
古
楽
譜
で
あ
り
、
六
調
子
（
壱
越
・
平
調
・
双
調
・
黄
鐘
・
盤
渉
・
太
食
の
各
調
）
の

収
録
曲
（
計
一
〇
九
曲
）
を
揃

え
た
資
料
価
値
の
高
い
譜
で
あ

る
。

２．

豊
原
英
秋
は
、
父
成
秋
を
筆
頭

と
す
る
第
二
庶
流
に
属
す
る
が

（
図
１

（（
１１
））

参
照
）、
一
五
歳
と
い
う

若
年
に
て
秘
曲
荒
序
を
相
伝
し

た
才
能
あ
る
人
物
で
、
嫡
流
に

も
匹
敵
す
る
活
躍
を
し
た
。

３．

各
調
子
に
所
収
の
「
朗
詠
付
物
」

と
題
す
る
伴
奏
譜
が
、
管
見
で
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は
豊
原
家
笙
譜
の
な
か
で
確
認
で
き
る
最
古
の
朗
詠
付
物
譜
で
あ
り

（（
２２
））

、
英
秋
実
子
の
幸
秋
以
降
、
豊
原
家
の
嫡
流
の
譜
に
引
用
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
譜
は
声
明
曲
の
伽
陀
付
物
を
も
兼
ね
て
い
る
（
但
し
、
朗
詠
と
小
異
あ
り
）
と
い
う
点
は
、
伽

陀
・
朗
詠
の
音
楽
的
互
換
性
を
付
物
譜
と
い
う
側
面
か
ら
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
筆
者
の
本
譜
に
対
す
る
最
大
の
関
心
事
で
も
あ

る（（
３３
））。

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
先
学
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
『
瑞
鳳
集
』
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
豊
原
家
伝
承
譜
に
お
け
る
本
書
の

位
置
づ
け
と
そ
の
存
在
価
値
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る

（（
４４
））

。

二
　
豊
原
英
秋
に
つ
い
て
　
│
先
行
研
究
を
中
心
に
│

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
英
秋
は
第
二
庶
流
に
属
す
る
が
、
嫡
流
龍
秋
の
孫
、
そ
し
て
信
秋
の
甥
と
い
う
血
筋
に
生
ま
れ
（
図
１
参

照
）、
音
楽
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
で
育
ち
、
幼
少
よ
り
頭
角
を
現
し
て
い
た
。
豊
原
統
秋
撰
『
體
源
鈔
』
に
は
、
英
秋
の
長
男
で

第
一
九
代
嫡
流
の
量
秋
に
よ
る
、「
英
秋
當
道
相
伝
事

（（
５５
））

」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
英
秋
が
一
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
の
楽
道
習
得
の

経
緯
を
記
し
た
も
の
で
、「
楽
を
聴
け
ば
自
然
に
泣
き
止
ん
で
ト
ロ
ト
ロ
と
な
り
眠
っ
た
（
一
歳
）」、「
三
歳
に
て
笙
の
竹
の
名
を
読
み
覚

え
た
」、「
四
歳
に
て
五
常
楽
急
を
習
っ
て
歌
っ
た
」
…
…
な
ど
、
楽
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同

記
に
よ
る
と
、
英
秋
は
康
安
元
年
﹇
一
三
六
一
﹈
四
月
十
日
、
一
五
歳
に
し
て
奥
義
の
陵
王
荒
序
を
相
伝
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
若
年
に

て
荒
序
を
相
伝
し
た
の
は
、
一
五
代
嫡
流
の
兼
秋
と
英
秋
の
み
で
あ
り
、「
如
レ
此
十
五
才
ニ
テ
道
極
ル
事
故
兼
秋
并
英
秋
也
。
此
両
人

之
外
更
上
古
ニ
モ
無
レ
之
、
況
ヤ
末
代
ニ
ヲ
イ
テ
ヲ
ヤ
。
難
レ
有
事
共
以
堪
能
無
二
比
類
一
者
也
。」
と
量
秋
に
評
さ
れ
て
い
る
。『
體
源
鈔
』

に
て
こ
れ
を
引
用
し
た
統
秋
は
、
末
代
に
於
い
て
も
こ
れ
を
楽
道
習
得
の
模
範
と
す
べ
き
由
を
附
言
し
て
い
る
。
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、

『
瑞
鳳
集
』
成
立
期
の
時
代
的
背
景
を
ま
と
め
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る

（（
６６
））

。
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英
秋
の
在
世
時
は
南
北
朝
の
動
乱
期
に
あ
り
、
豊
原
家
は
政
治
的
権
力
者
で
あ
っ
た
武
家
足
利
氏
の
笙
御
師
範
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
き
た
（『
體
源
鈔
』
巻
一
三
、「
豊
原
鳳
笙
相
伝
　
朝
臣
」、
お
よ
び
「
相
承
次
第
荒
序
相
傳
并
公
宴
所
作
人
入
之
」
系
図
）。
ま
た
、
足
利
尊
氏
の
計
ら

い
に
よ
っ
て
天
皇
の
位
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
後
光
厳
天
皇
﹇
一
三
三
八
│
七
四
﹈
の
時
代
よ
り
、
天
皇
の
器
物
と
し
て
琵
琶
に
代

わ
っ
て
笙
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

（（
７７
））

、
延
文
三
年
﹇
一
三
五
八
﹈
八
月
、
英
秋
の
祖
父
龍
秋
は
そ
の
師
範
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
そ

れ
以
後
、
後
円
融
に
は
信
秋
、
後
小
松
に
は
量
秋
…
の
よ
う
に
、
豊
原
家
か
ら
代
々
天
皇
の
笙
の
御
師
範
と
し
て
起
用
さ
れ
て
い
る
。
英

秋
も
、
永
和
元
年
﹇
一
三
七
五
﹈
の
後
円
融
天
皇
の
笙
始
に
お
い
て
、
信
秋
病
の
た
め
代
官
と
し
て
出
仕
し
て
い
る
（
以
上
、『
體
源
鈔
』

巻
一
一
ノ
上
、「
禁
裏
御
笙
始
代
々
御
例
」）。

武
家
と
豊
原
家
と
の
関
わ
り
は
、
遡
れ
ば
源
頼
義
が
豊
原
時
延
か
ら
、
そ
の
子
八
幡
太
郎
義
家
お
よ
び
義
光
が
豊
原
時
光
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
奥
伝
の
荒
序
を
伝
受
し
て
お
り
、
そ
の
末
裔
で
あ
る
足
利
尊
氏
は
英
秋
の
祖
父
龍
秋
に
、
基
氏
は
父
成
秋
に
、
義
満
は
伯
父
信
秋
に

そ
れ
ぞ
れ
師
事
し
た
（『
體
源
鈔
』
巻
一
三
「
相
承
次
第
荒
序
相
傳
并
公
宴
所
作
人
入
之
」）。
英
秋
は
、
父
成
秋
﹇
一
三
二
二
│
六
四
﹈
の
死
去
後
、

鎌
倉
公
方
（
基
氏
）
に
仕
え
た
が
、
基
氏
の
死
後
（
貞
治
六
年
﹇
一
三
六
七
﹈）
た
だ
ち
に
上
洛
し
、
三
一
歳
に
将
軍
家
御
師
範
と
な
っ

た
（『
體
源
鈔
』
巻
一
三
、「
豊
原
鳳
笙
相
伝
　
朝
臣
」
系
図
、
英
秋
の
項
）。

英
秋
が
『
瑞
鳳
集
』
を
書
写
し
た
の
は
、
関
東
か
ら
上
洛
し
て
三
年
経
過
し
た
応
安
三
年
﹇
一
三
七
〇
﹈、
当
時
二
四
歳
に
て
、
左
近

将
監
で
あ
っ
た
年
で
あ
る

（（
８８
））

。
永
和
三
年
﹇
一
三
七
七
﹈、
将
軍
家
御
師
範
と
な
っ
た
英
秋
は
、
康
暦
元
年
﹇
一
三
七
九
﹈
二
月
九
日
、
将

軍
家
御
笙
始
之
儀
に
出
仕
し
、
義
満
の
御
師
で
あ
る
信
秋
が
病
の
為
、
そ
の
代
官
と
し
て
演
奏
し
た
（『
體
源
鈔
』
巻
一
一
ノ
上
、「
将
軍

家
御
笙
沙
汰
記
」）。
足
利
尊
氏
が
、
天
皇
家
の
御
楽
器
始
に
準
じ
た
形
式
で
笙
始
を
行
っ
た
よ
う
に
（
豊
永[

一
九
九
八
﹈）、
こ
の
笙
始

の
儀
式
は
、
義
満
が
初
代
尊
氏
の
笙
の
継
承
を
表
明
し
た
こ
と
に
な
り
、
笙
を
幕
府
将
軍
の
楽
器
と
し
た
の
で
あ
る
（
坂
本
﹇
一
九
九
四
﹈）。

そ
う
し
た
な
か
で
、
英
秋
は
同
年
六
月
一
八
日
に
行
わ
れ
た
禁
裏
舞
御
覧
、
お
よ
び
永
徳
元
年
﹇
一
三
八
一
﹈
三
月
一
二
日
の
将
軍
家
舞

御
覧
に
お
い
て
、
将
軍
家
の
名
器
達
智
門
に
て
荒
序
を
演
奏
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
な
ど
（『
體
源
鈔
』
巻
一
三
、「
代
々
公
私
荒
序
所
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作
事
」）、
義
満
に
大
い
に
引
き
立
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
至
徳
四
年
﹇
一
三
八
七
﹈、
英
秋
は
四
一
歳
に
て
他
界
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
賦
の
才
能
に
加
え
時
の
権
力
者
と
の
関
わ
り
も
あ
り
、
豊
原
家
の
内
外
に
お
い
て
英
秋
は
嫡
流
に
も
匹
敵
す
る
有
能

な
人
物
と
評
価
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
英
秋
に
よ
る
『
瑞
鳳
集
』
も
、
英
秋
没
後
に
お
い
て
、
単
な
る
傍
流
の
譜

以
上
の
価
値
を
持
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
　
書
　
　
誌

『
瑞
鳳
集
』
六
巻
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
、
八
│
六
〇
／
カ
／
三
三
（
所
蔵
目
録
は
、
国
書
総
目
録
に
同
じ
く
「
雅
楽
瑞
鳳
集
」）。

昭
和
二
七
年
一
一
月
一
日
付
属
図
書
館
受
入
。

書
帙
題
箋
「
瑞
鳳
抄
　
六
冊
」。
六
巻
六
冊
（
壹
越
・
平
調
・
雙
調
・
黄
鐘
・
太
食
・
盤
渉
の
六
調
子
各
一
冊
、
以
下
①
〜
⑥
）。
紙
釘
装
、

6

図２　表紙（壱越調巻）

図３　口絵・目録（壱越調巻）



各
冊
約
一
五
〇
×
二
一
二
㎜
）。
各
冊
共
紙
表
紙
、
ま
た
表
紙
中
央
に
打
付
書
外
題
。
各
表
紙
右
上
端
に
、
底
本
の
折
数
（
⑥
を
除
く
）、

お
よ
び
原
寸
法
（
①
と
④
の
み
）
を
記
す
。
各
冊
口
絵
に
は
、
各
調
の
代
表
的
な
舞
楽
図
に
、
彩
色
を
施
し
て
掲
載
（
太
食
調
は
彩
色
な

し
）。
各
冊
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
。

①
壹
越
調
（
全
三
九
丁
）

【
表
紙
・
外
題
】
書
外
題
「
瑞
鳳
集

壹
越
調
」。
右
上
端
に
「
五
十
五
折
表
紙
ノ
ケ
テ
／
折
ハ
ゝ
長
五
寸
一
分
横
四
寸
五
分
」（
恐
ら
く

底
本
は
折
本
で
、
そ
の
折
数
と
寸
法
を
記
し
た
も
の
）。

【
口
絵
】
蘭
陵
王
舞
楽
図

【
内
題
】
本
文
巻
頭
に
内
題
な
く
、
目
録
題
「
壹
越
調
呂
土
用
中
央
土
／
信
黄
宮
君
」

【
目
録
】〔

〕
は
本
文
に
譜
の
な
い
も
の
。
以
下
、
②
〜
⑥
も
同
じ
。

皇
帝
破
陣
樂
　
團
乱
旋
／
春
鶯
囀
　
羅
陵
王
／
玉
樹
後
庭
花
　
最
涼
州
／
賀
殿
　
北
庭
樂
／
承
和
樂
　
胡
飲
酒
／
弄
搶
　
十
天
樂
／
壱

弄
楽
　
河
水
樂
／
溢
金
樂
／
詔
應
樂
／
廻
杯
樂
　
渋
河
鳥
／
歌
曲
子
　
迦
陵
頻
／
安
樂
塩
　
壹
徳
塩
／
武
徳
樂
　
酒
胡
子
／
新
羅
陵
王

〔
酣
酔
樂
〕
／
菩
薩

【
本
文
内
容
】（

）
は
一
曲
が
複
数
曲
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
（
も
し
く
は
異
説
）、*

は
、
目
録
に
な
い
が
本
文
に
あ
る
も
の
。
以
下
、
②
〜
⑥
同
じ
。

*

調
子
／*

音
取
／*

羅
陵
王
音
取
／*

迦
陵
頻
音
取
／*

菩
薩
音
取
／*

朗
詠
付
物
　
○
皇
帝
破
陣
樂
（
遊
聲
・
序
・
中
半
帖
・
後
半
帖
・

一
帖
・
二
帖
・
三
帖
・
四
帖
・
五
帖
・
六
帖
）
○
團
乱
旋
（
序
・
一
帖
・
三
帖
・
入
破
・
颯
踏
・
急
聲
）
○
春
鶯
囀
（
遊
聲
・
序
・
颯

踏
・
入
破
・
鳥
聲
・
急
聲
）
○
羅
陵
王
（
舞
次
第
・
〔
荒
序
〕
・
破
）
○
玉
樹
後
庭
花
　
○
最
涼
州
　
○
賀
殿
（
道
行
・
破
・
只
拍

子
・
急
）
○
北
庭
樂
　
○
承
和
樂
（
只
拍
子
）
○
胡
飲
酒
（
序
・
破
）
○
弄
搶
（
只
拍
子
）
○
十
天
樂
（
只
拍
子
）
○
壱
弄
楽
（
只
拍

子
）
○
河
水
樂
（
只
拍
子
）
○
溢
金
樂
（
只
拍
子
）
○
詔
應
樂
（
只
拍
子
）
○
廻
杯
樂
（
只
拍
子
）
○
渋
河
鳥
（
只
拍
子
）
○
歌
曲
子
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（
只
拍
子
）
○
迦
陵
頻
（
序
・
破
・
只
拍
子
・
急
）
○
安
樂
塩
（
只
拍
子
）
○
壹
徳
塩
（
只
拍
子
）
○
酒
胡
子
○
武
徳
樂
○
新
羅
陵
王

（
破
・
急
）
○
菩
薩
（
序
・
破
）

【
本
奥
書
１
】「
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
只
／
拍
子
樂
拍
子
管
絃
立
等
當
流
／
常
用
大
略
注
載
之
更
不
可
／
有
外
見
御
子
孫
并
御
門

弟
／
之
内
有
御
器
用
者
御
相
續
／
不
可
有
相
違
不
然
者
可
返
下
／
當
家
者
也
」

【
本
奥
書
２
】「
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
／
應
安
三
年
三
月
八
日
／
左
近
衛
将
監
豊
原
英
秋
判
」

②
平
調
（
全
二
七
丁
）

【
表
紙
・
外
題
】
書
外
題
「
瑞
鳳
集

平
調
」。
右
上
端
に
「
卅
七
折
表
紙
ノ
ケ
テ
」。

【
口
絵
】
万
歳
楽
舞
楽
図

【
内
題
】
な
し

【
目
録
】
三
臺
塩
　
萬
歳
樂
／
皇

裹
頭
樂
／
慶
雲
樂
　
永
隆
樂
／
甘
州
　
五
常
樂
／
回
忽
　
陪
臚
／
想
夫
恋
　
府
南
／
勇
勝
　
春

楊
柳
／
〔
長
命
女
兒
〕

〔
千
金
女
兒
〕
／
夜
半
樂
　
鶏
徳
／
〔
安
弓
子
〕

小
娘
子
／
王
昭
君
　
感
恩
多
／
老
君
子
　
林
歌
／
偈
頌

〔
送
秋
樂
〕

【
本
文
内
容
】*

調
子
／*

音
取
／*

朗
詠
付
物
　
○
三
臺
塩
（
破
・
喚
頭
・
只
拍
子
・
急
）
○
萬
歳
樂
（
半
帖
・
只
拍
子
）
○
皇

（
道

行
・
破
・
只
拍
子
・
八
帖
喚
頭
・
九
帖
喚
頭
・
急
）
○
裹
頭
樂
（
只
拍
子
）
○
慶
雲
樂
（
只
拍
子
）
○
永
隆
樂
（
只
拍
子
）
○
甘
州

（
只
拍
子
）
○
五
常
樂
（
序
・
詠
・
破
・
只
拍
子
・
急
）
○
回
忽
　
○
陪
臚
○
想
夫
恋
　
○
扶
南
　
○
勇
勝
（
破
・
只
拍
子
・
急
）
○

春
楊
柳
　
○
夜
半
樂
　
○
鶏
徳
　
○
小
娘
子
　
○
王
昭
君
　
○
感
恩
多
　
○
老
君
子
　
○
林
歌
　
○
偈
頌

【
本
奥
書
】「
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
／
應
安
三
年
三
月
八
日
／
左
近
将
監
豊
原
英
秋
判
」

【
書
写
奥
書
】「
右
譜
以
秘
本
令
書
写
畢
／

元
禄
九
年
初
秋
上
旬
」
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③
雙
調
（
全
一
五
丁
）

【
表
紙
・
外
題
】
書
外
題
「
瑞
鳳
集

太
食
．
．

調
」（「
太
食
．
．

」
右
傍
注
に
「
雙
」
と
あ
り
）。
右
上
端
に
「
二
十
折
表
紙
ノ
ケ
テ
」。

【
口
絵
】
春
庭
楽
舞
楽
図

【
内
題
】
本
文
巻
頭
に
内
題
な
く
、
目
録
題
「
雙
調
呂
春
東
木
／
仁
青
角
民
」。

【
目
録
】
春
庭
樂
　
柳
花
苑

【
本
文
内
容
】*
調
子
／*

音
取
／*

朗
詠
付
物
　
○
春
庭
樂
（
只
拍
子
）
○
柳
花
苑
　

《
渡
物
》
○*

鳥
破
（
只
拍
子
・
急
）
○*

賀
殿
破
（
只
拍
子
・
急
）
○*

春
鶯
囀
颯
踏
（
入
破
）
○*

陵
王
破
○*

北
庭
樂
○*

胡
飲
酒
序

（
破
）
○*

酒
胡
子
　
○*

武
徳
樂
　
○*

新
羅
陵
王
急
　
○*

地
久
急

【
本
奥
書
】「
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
／
應
安
三
年
三
月
八
日
／
左
近
将
監
豊
原
英
秋
判
」

④
太
食
調
（
全
二
二
丁
）

【
表
紙
・
外
題
】
書
外
題
「
瑞
鳳
集

太
食
調
」。
右
上
端
に
「
写
本
／
四
十
七
折
表
紙
ノ
ケ
テ
」。

【
口
絵
】
太
平
楽
舞
楽
図

【
内
題
】
本
文
巻
頭
に
内
題
な
く
、
目
録
題
「
太
食
調
呂
平
調
同
音
」。

【
目
録
】
秦
王
破
陣
樂
　
傾
杯
樂
／
賀
王
恩
　
打
毬
樂
／
還
城
樂
　
放
鷹
樂
／
天
人
樂
　
輪
鼓
褌
脱
／
蘇
芳
菲
　
抜
頭
／
仙
遊
霞
　
庶

人
三
臺
／
長
慶
子
　
〔
飲
酒
樂
〕

【
本
文
内
容
】*

調
子
／*

音
取
／*

朗
詠
伽
陀
付
物
同
平
調
仍
略
之
　
○
秦
王
破
陣
樂
（
只
拍
子
）
○
傾
杯
樂
（
破
・
只
拍
子
・
急
）
○*

散
手
破
陣
樂
（
序
・
半
帖
・
破
・
半
帖
・
只
拍
子
・
半
帖
）
○*

太
平
楽
（
道
行
・
破
・
只
拍
子
・
急
）
○
賀
王
恩
（
只
拍
子
）
○
打

毬
樂
（
只
拍
子
）
○
還
城
樂
（
破
）
○
放
鷹
樂
（
只
拍
子
）
○
天
人
樂
（
只
拍
子
）
○
輪
鼓
褌
脱
　
○
蘇
芳
菲
（
只
拍
子
）
○
抜
頭
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○
仙
遊
霞
　
○
庶
人
三
臺
　
○
長
慶
子

【
本
奥
書
】
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
／
應
安
三
年
三
月
八
日
／
左
近
将
監
豊
原
英
秋
判

⑤
黄
鐘
調
（
全
二
八
丁
）

【
表
紙
・
外
題
】
書
外
題
「
瑞
鳳
集

黄
鐘
調
」。
右
上
端
に
「
四
十
二
折
奥
ノ
表
紙
ノ
ケ
テ
／
折
ハ
ゝ
横
四
寸
五
分
長
五
寸
一
分
金
ニ

テ
」。

【
口
絵
】
央
宮
楽
舞
楽
図
カ

（（
９９
））

。

【
内
題
】
本
文
巻
頭
に
内
題
な
く
、
目
録
題
「
黄
鐘
調
律
夏
南
火
／
智
赤
徴
事
」

【
目
録
】
喜
春
樂
　
赤
白
桃
李
花
／
清
上
樂
浄
聖
樂
　
泛
龍
舟
／
散
吟
打
毬
樂
　
央
宮
樂
／
感
城
樂
　
安
城
樂
／
聖
明
樂
　
應
天
樂
／

重
光
樂
　
河
南
浦
／
平
蛮
樂
　
海
青
樂
／
拾
翠
樂
　
青
白
蓮
華
樂

【
本
文
内
容
】*

調
子
／*

音
取
／*

朗
詠
付
物
　
○
喜
春
樂
（
序
・
破
・
只
拍
子
）
○
赤
白
桃
李
花
（
一
帖
・
只
拍
子
・
二
帖
・
三
帖
・

四
帖
・
五
帖
・
六
帖
）
○
浄
聖
樂
（
只
拍
子
）
○
泛
龍
舟
（
只
拍
子
）
○
散
吟
打
毬
樂
（
只
拍
子
）
○
央
宮
樂
（
只
拍
子
）
○
感
城
樂

（
只
拍
子
）
○
安
城
樂
（
只
拍
子
）
○
聖
明
樂
（
只
拍
子
）
○
應
天
樂
（
只
拍
子
）
○
重
光
樂
（
只
拍
子
）
○
河
南
浦
（
只
拍
子
）
○

平
蛮
樂
　
○
海
青
樂
　
○
拾
翠
樂
（
序
・
破
・
急
）
○*
西
王
樂
（
序
・
破
・
只
拍
子
）
○
青
白
蓮
華
樂
（
只
拍
子
）
○*

鳥
急

【
本
奥
書
】「
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
／
應
安
三
年
三
月
八
日
／
左
近
衛
将
監
豊
原
英
秋
判
」

【
書
写
奥
書
】「
右
譜
以
秘
本
令
書
写
畢
／

元
禄
九
年
初
秋
上
旬
」

⑥
盤
渉
調
（
全
三
〇
丁
）

【
表
紙
・
外
題
】
書
外
題
「
瑞
鳳
集

盤
渉
調
」
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【
口
絵
】
採
桑
老
舞
楽
図

【
内
題
】
本
文
巻
頭
に
内
題
な
く
、
目
録
題
「
盤
渉
調
律
冬
北
木
／
禮
黒
羽
物
」

【
目
録
】
蘇
合
香
　
萬
秋
樂
／
秋
風
樂
　
輪
臺
／
青
海
波
　
鳥
向
樂
／
宗
明
樂
　
採
桑
老
／
蘇
莫
者
　
竹
林
樂
／
白
柱
　
越
殿
樂
／
剣

気
褌
脱
　
〔
感
秋
樂
〕
／
〔
承
秋
樂
〕〔
鶏
鳴
樂
〕
／
千
秋
樂
　
遊
字
女

【
本
文
内
容
】*
調
子
／*

音
取
／*

輪
臺
音
取
／*

青
海
波
音
取
／*

採
桑
老
音
取
／*

朗
詠
付
物
　
○
蘇
合
香
（
道
行
・
序
・
三
帖
・
四

帖
・
同
曲
只
拍
子
・
五
帖
・
破
・
急
）
○
萬
秋
樂
（
序
・
中
半
帖
・
後
半
帖
・
破
・
二
帖
・
三
帖
・
四
帖
・
五
帖
・
六
帖
・
末
二
拍
子

時
・
當
破
只
拍
子
）
○
秋
風
樂
（
只
拍
子
・
二
帖
・
三
帖
）
○
輪
臺
（
吹
渡
・
青
海
波
吹
渡
・
序
）
○
青
海
波
○
鳥
向
樂
（
只
拍
子
）

○
宗
明
樂
（
只
拍
子
）
○
採
桑
老
（
只
拍
子
）
○
蘇
莫
者
（
序
・
破
）
○
竹
林
樂
　
○
白
柱
　
○
越
殿
樂
　
○
剣
気
褌
脱
　
○
千
秋
樂

○
遊
字
女

【
本
奥
書
】「
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
／
應
安
三
年
三
月
八
日
／
左
近
衛
将
監
豊
原
英
秋
判

【
書
写
奥
書
】「
右
譜
以
秘
本
令
書
写
乎
／

元
禄
九
年
初
秋
上
旬
」

四
　
『
瑞
鳳
集
』
の
奥
書
を
め
ぐ
っ
て

四
│
一
　
本
奥
書
に
み
る
書
写
の
目
的

南
北
朝
期
に
華
々
し
く
活
躍
し
た
英
秋
で
あ
っ
た
が
、
現
在
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
英
秋
譜
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
瑞
鳳
集
』（
元
禄
九
年
の
転
写
本
）
た
だ
一
本
で
あ
る
。
国
書
総
目
録
に
よ
れ
ば
、「
瑞
鳳
集
　
三
冊
」（
羽
塚
啓
明
所
蔵
）
と
い
う
写
本

が
あ
る
が
、
羽
塚
本
は
焼
失
に
よ
り
現
存
し
な
い
由
を
確
認
し
た

（（
1100
））

。
ま
た
、
英
秋
の
実
子
で
第
一
九
代
嫡
流
の
量
秋
に
よ
る
「
瑞
鳳
抄
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一
巻
」
と
い
う
書
名
が
、
江
戸
時
代
の
学
者
、
小
川
守
中
の
編
纂
し
た
「
楽
書
目
録
類
纂
」（
以

下
、
小
川
目
録
と
称
す
）
に
見
え（（

1111
））

、
京
大
蔵
『
瑞
鳳
集
』
の
書
帙
に
あ
る
外
題
と
等
し
い
が
、

こ
れ
も
所
在
が
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
譜
は
孤
本
で
あ
る
。

英
秋
は
『
瑞
鳳
集
』
を
如
何
な
る
目
的
で
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
瑞
鳳
集
』
は
調
子
毎

に
巻
が
分
か
れ
て
お
り
、
各
巻
に
奥
書
を
有
す
る
。
奥
書
は
、
次
の
三
種
が
み
ら
れ
る
（
本
稿

「
三
　
書
誌
」
参
照
）。

【
本
奥
書
１
】（
壱
越
調
巻
の
み
）

「
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
只
／
拍
子
樂
拍
子
管
絃
立

等
當
流
／
常
用
大
略
注
載
之
更
不
可
／
有
外
見
御
子
孫
并
御
門
弟
／
之
内
有
御
器
用
者
御
相

續
／
不
可
有
相
違
不
然
者
可
返
下
／
當
家
者
也
」（
傍
線
部
筆
者
）

【
本
奥
書
２
】（
全
巻
に
あ
り
）

「
右
譜
所
書
進
山
科
中
将
殿
也
／
應
安
三
年
三
月
八
日
／
左

近
衛
将
監
豊
原
英
秋
判
」（
傍
線
部
筆
者
）

【
書
写
奥
書
】（
平
調
・
黄
鐘
調
・
盤
渉
調
の
三
巻
の
み
）「
右
譜
以
秘
本
令
書
写
乎
／

元
禄

九
年
初
秋
上
旬
」

【
本
奥
書
１
】
は
壱
越
調
巻
に
し
か
な
い
が
、
同
巻
で
は
こ
れ
に
引
き
続
き
【
本
奥
書
２
】

が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
傍
線
部
の
箇
所
が
重
複
し
て
お
り
、
不
自
然
で
あ
る
（
三
島
暁
子

氏
の
ご
指
摘
に
よ
る
）。
ま
た
、【
本
奥
書
２
】
は
全
巻
同
じ
日
付
と
な
っ
て
い
る
が
、『
瑞
鳳
集
』

は
分
量
が
多
い
の
で
、
全
巻
を
三
月
八
日
の
一
日
で
書
写
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、【
本
奥
書
１
】
は
英
秋
が
『
瑞
鳳
集
』
を
書
写
し
た
段
階
で
書
か
れ
、【
本
奥
書

２
】
は
仕
上
が
っ
た
譜
本
を
山
科
中
将
に
進
呈
す
る
際
に
各
冊
に
同
内
容
を
記
載
し
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
以
上
、
林
望
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

さ
て
、【
本
奥
書
１
】
に
よ
る
と
、「
只
拍
子
・
楽
拍
子
・
管
絃
立
な
ど
、
当
流
で
常
用
し
て

い
る
譜
の
大
略
を
記
し
た
の
で
外
見
な
き
よ
う
に
。
ま
た
御
子
息
や
御
門
弟
で
器
量
の
あ
る
方

に
対
し
て
は
、
相
違
な
く
御
相
伝
す
る
よ
う
に
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
当
家
の
者
に
お
返
し
下

さ
い
ま
す
よ
う
に
。」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
豊
原
家
で
行
わ
れ
て
い
る
笙
の
伝
承
を
大
略
書
き
記

し
た
秘
蔵
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
特
別
に
山
科
中
将
殿
に
進
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

英
秋
は
恐
ら
く
、
応
安
当
時
豊
原
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
何
ら
か
の
譜
本
を
書
写
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
英
秋
が
参
照
し
た
可
能
性
の
あ
る
譜
本
は
、「
英
秋
写
之
山
科
中
将
ニ
奉
ル
譜
傳
之

豊
家
」
と
小
川
守
中
に
注
さ
れ
た
、『
豊
兼
抄
豊
原
兼
秋
』
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る

（（
1122
））

。
す
な
わ
ち
、
こ
の
小
川
守
中
の
注
に
よ
る

と
、『
瑞
鳳
集
』
の
【
本
奥
書
２
】
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
「
英
秋
」「
山
科
中
将
ニ
奉
ル
譜
」「
豊
家
」
が
入
っ
て
お
り
、『
瑞
鳳
集
』
の
底

本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

豊
原
兼
秋
﹇
一
二
八
七
│
一
三
三
三
﹈
は
、
英
秋
の
大
伯
父
に
あ
た
る
人
物
で
、
第
一
五
代
嫡
流
を
務
め
、
英
秋
と
同
じ
く
一
五
歳
に

し
て
秘
曲
荒
序
を
授
け
ら
れ
た
天
才
と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
（
本
稿
「
二
　
豊
原
英
秋
に
つ
い
て
」
参
照
）。
こ
の
兼
秋
も
南
北
朝
期

に
は
豊
原
の
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
兼
秋
の
譜
は
『
體
源
鈔
』
等
に
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
體
源
鈔
』
で
は
、

巻
一
に
て
「
兼
秋
撰
十
三
帖
」（
五
頁
）
と
あ
る
ほ
か
、
巻
一
三
の
奥
書
に
、
他
家
に
伝
わ
る
主
要
な
楽
譜
の
例
を
挙
げ
た
後
、「
當
家
に

は
兼
秋
息
毎
譜
并
豊
兼
抄
、
又
十
三
帖
譜
、
祖
父
幸
秋
撰
新
鳳
秘
録
小同
松震
院翰
勅被
名副
此
等
之
相
承
記
あ
り
と
い
へ
と
も
廣
博
に
し
て
中
々
迷
是

非
、
過
半
所
載
者
、
上
古
之
名
挙

（（
ママ
ママ
））（

誉
ノ
誤
カ
）
更
に
當
時
之
人
之
藝
に
難
及
、（
後
略
）」（
一
八
五
六
頁
）
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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す
な
わ
ち
、
兼
秋
譜
は
、『
體
源
鈔
』
の
成
立
し
た
当
時
、
豊
原
家
に
残
さ
れ
た
代
表
的
な
譜
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（（
1133
））

。

小
川
守
中
の
注
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、『
瑞
鳳
集
』
は
『
豊
兼
抄
』
を
書
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の

『
豊
兼
抄
』
や
他
の
兼
秋
譜
も
す
べ
て
現
存
せ
ず
、
そ
の
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
兼
秋
は
英
秋
の
大
伯
父
と
い
う
こ

と
で
、『
瑞
鳳
集
』
と
時
代
的
に
も
あ
ま
り
隔
た
り
が
な
く
、
応
安
三
年
の
当
時
、
兼
秋
の
伝
承
は
ま
だ
実
感
の
あ
る
も
の
と
し
て
英
秋

に
捉
え
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
ま
し
て
、
自
分
と
同
じ
く
天
才
と
賞
せ
ら
れ
た
伝
説
的
人
物
と
あ
っ
て
、
当
時
の
英
秋
が
着
目
し
た

こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
│
二
　
「
山
科
中
将
」
は
誰
か

で
は
、
英
秋
が
『
瑞
鳳
集
』
を
進
呈
し
た
「
山
科
中
将
」
と
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
科
家
は
、
代
々
笙
を
能
く
す
る
家
と
し
て
著

名
で
あ
る
。
豊
原
家
の
笙
相
承
系
譜
に
お
い
て
、「
山
科
中
将
」
と
称
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
人
物
を
推
測
す
る
と
、
英
秋
祖
父
の
龍
秋
、

お
よ
び
伯
父
の
信
秋
よ
り
笙
を
相
伝
し
た
、
山
科
教
言
﹇
一
三
二
八
│
一
四
一
〇
﹈
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
の
二
つ
の
系
譜
は
、
秘
曲
陵
王

荒
序
の
相
伝
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
「
鳳
笙
師
傳
相
承
」
所
収
「
相
承
事
荒
序
相
傳
并
公
宴
所
作
人
入
之
」（『
続
群
書
類
従
』
巻
第
五
三
三
）

龍
秋
従
四
位
下
。
今
上
御
師
範
。
実
者
清
秋
三
男
。
│
┤
│
信
秋
従
四
位
下
。
今
上
御
師
範
。
│
│
民
部
卿
教
言
荒
序
相
傳
。
山
科
。

─┌
│
山
科
中
将
教
言
貞
和
二
九
廿
九
安
楽
光
院
御
講
所
作
。
于
時
少
将
。

�
「
相
承
次
第
荒
序
相
傳
并
公
宴
所
作
人
入
之
」（『
體
源
鈔
』
巻
一
三
）

龍
秋
│
┤
│
信
秋
│
│
山
科
民
部
卿

─┌
│
山
科
中
将
教
言
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こ
の
よ
う
に
、
龍
秋
か
ら
相
伝
し
た
人
物
と
し
て
、
教
言
は
「
山
科
中
将
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
和
二
年
﹇
一
三
四
六
﹈
荒
序
を
所

作
し
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
九
月
に
教
言
は
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
て
お
り

（（
1144
））

、
右
中
将
と
な
っ
た
の
は
そ
の
八
年
後
で
あ
る

（
表
１

（（
1155
））

参
照
）。
そ
れ
故
に
、
�
で
は
「
于
時
少
将
」
と
し
、
貞
和
二
年
当
時
少
将
で
あ
っ
た
と
の
注
記
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
信
秋
か
ら
の

相
伝
で
は
「
民
部
卿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
龍
秋
か
ら
の
相
伝
で
は
、
実
際
の
官
位
で
は
な
く
、
通
称
が
用
い
ら
れ
た
と

解
釈
で
き
る
。

同
様
に
、『
瑞
鳳
集
』
奥
書
に
あ
る
応
安
三
年
に
教
言
は
非
参
議
の
正
三
位
に
あ
る
（『
公
卿
補
任
』
二
、
応
安
三
年
条
）
が
、
そ
の
際

も
通
称
的
に
「
山
科
中
将
」
と
記
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
（
林
望
氏
の
ご
教
示
に
よ
る（（

1166
））

）。
し
か
も
、『
公
卿
補

任
』
応
安
三
年
条
記
載
の
公
卿
の
な
か
で
、「
山
科
」
を

称
す
る
の
は
教
言
た
だ
一
人
で
あ
り
、
他
の
山
科
家
の

人
物
は
考
え
に
く
い
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
英
秋
の
没
後
で
は

あ
る
が
、『
教
言
卿
記
』
に
お
け
る
英
秋
譜
に
関
す
る
次

の
二
つ
の
記
録
が
手
が
か
り
と
な
る
。

○
応
永
一
二
年
﹇
一
四
〇
五
﹈
一
一
月
廿
一
日
条
。

「
譜
、
氏
秋
平
調
・
双
調
・
黄
鐘
・
大
調
書
之
、
幸
秋
ハ

盤
渉
調
・
壱
越
調
書
之
、
両
輩
神
妙
書
出
之
、
追
可
謝

仰
、
故
英
秋
自
筆
秘
蔵
本
ニ
テ
沙
汰
之
、
可
秘
蔵
也
、」

15 豊原英秋撰『瑞鳳集』について

年齢

8
10
12
13
14
19
19
22
23
27
32
35
36
40
44
51
54
55
56
56
62
63
68
82

　　　官　位　　　 

叙爵 
従五位上 
正五位下 
右少将 
従四位下（少将元如） 
従四位上 
内蔵人頭 
豊後権守 
正四位下 
右中将 
従三位 
右衛門督 
去右衛門督 
正三位 
従二位 
民部卿 
参議、位隆卿上 
辞 
正二位 
本座宣下 
権中納言、位第一 
辞 
出家、法名常言 
薨 

　年号　［西暦］月/日

建武２［1335］11/19
建武４［1337］１/７
暦応２［1339］12/30
暦応３［1340］10/３
暦応４［1341］12/９
貞和２［1346］１/６
貞和２［1346］12/12
貞和５［1349］２/(10)5
貞和６［1350］１/５ 
文和３［1354］３/２
延文４［1359］４/21
貞治１［1362］４/21
貞治２［1363］11/28
貞治６［1367］１/５
応安４［1371］４/14
永和４［1378］３/24
永徳１［1381］３/10
永徳２［1382］11/６
永徳３［1383］１/５
永徳３［1383］４/８
康応１［1389］６/18
明徳１［1390］４/16
応永２［1395］６/26
応永16［1409］12/15

表１　山科教言年譜



○
応
永
一
四
年
﹇
一
四
〇
七
﹈
六
月
二
五
日
条

（（
1177
））

。

「
内
裏
ヨ
リ
来
月
右
大
将
殿
拝
賀
、
可
有
御
前
召
歟
、
然
者
可
為
御
物
具
、
御
引
直
衣
并
御
打
衣
可
用
意
之
由
被
仰
下
、
次
予
ニ
被
仰

之
、
英
秋
譜
所
持
被
御
覧
、
可
有
新
調
之
由
被
仰
下
之
間
、
先
立
如
申
入
、
重
書
共
■
先
日
炎
上
之
時
預
置
他
所
、
未
召
寄
、
仍
三
帖

譜
進
上
之
、
此
本
ハ
英
秋
書
譜
ヲ
不
相
違
氏
秋
・
幸
秋
ニ
書
写
、
無
外
見
教
豊
秘
蔵
譜
也
、
以
之
可
有
御
沙
汰
歟
、
何
様
召
寄
可
進
覧

之
旨
申
御
返
事
、
三
帖
譜
即
進
上
也
、」

応
永
一
二
年
条
に
あ
る
「
英
秋
自
筆
秘
蔵
本
」
が
『
瑞
鳳
集
』
と
特
定
で
き
な
い
ま
で
も
、
教
言
が
英
秋
自
筆
譜
を
手
に
し
、
そ
れ
を

秘
蔵
す
べ
き
重
要
な
譜
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
応
永
一
四
年
に
は
、
右
大
将
（
足
利
義
持
）
が
教
言
に

「
英
秋
譜
」
を
書
写
し
て
新
調
せ
よ
と
所
望
し
た
が
、
教
言
は
あ
い
に
く
英
秋
譜
を
先
日
の
火
事
の
時
他
所
に
預
け
置
い
て
お
り
、
い
ま

だ
取
り
返
し
て
い
な
い
の
で
、（
応
永
一
二
年
に
）
氏
秋
・
幸
秋
が
英
秋
譜
を
相
違
わ
ず
書
写
し
た
三
帖
譜
で
、
教
言
の
孫
教
豊
が
秘
蔵

し
て
い
る
譜
を
召
し
寄
せ
、
こ
れ
を
直
ち
に
進
上
し
た
と
い
う
。

で
は
、
教
言
と
英
秋
と
の
直
接
の
接
点
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
英
秋
當
道
相
伝
之
事

（（
1188
））

」
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
見
ら
れ

る
。延

文
二
年
﹇
一
三
五
七
﹈、
英
秋
（
当
時
松
若
丸
）
一
一
歳
、
既
に
一
一
五
曲
を
吹
く
こ
と
が
で
き
た
。
七
月
二
六
日
夜
、
内
裏
よ
り

山
科
中
将
殿
（
教
言
）
の
御
承
に
よ
っ
て
松
若
丸
、
父
成
秋
が
召
さ
れ
、
松
若
丸
は
平
調
調
子
、
三
臺
急
、
万
歳
楽
楽
拍
子
を
演
奏
し
、

頗
る
御
感
あ
っ
て
、
面
目
の
至
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
翌
日
二
八
日
に
は
山
科
殿
に
召
さ
れ
、
種
々
の
お
褒
め
を
い
た
だ
き
、「
コ
レ
ホ

ト
ノ
面
目
ハ
ア
ラ
シ
ト
人
々
申
ケ
リ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
中
将
で
あ
っ
た
教
言
は
三
〇
歳
、
こ
う
し
て
天
才
少
年
英
秋
の
演
奏
を
耳
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
教
言
は
英
秋
の
若
年

よ
り
そ
の
才
能
を
大
い
に
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
英
秋
没
後
に
そ
の
自
筆
譜
を
珍
重
し
た
こ
と
も
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
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っ
て
、「
山
科
中
将
」
は
教
言
を
さ
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
│
三
　
氏
秋
・
幸
秋
書
写
「
三
帖
譜
」
の
所
在

『
瑞
鳳
集
』
は
孤
本
で
あ
る
た
め
、
そ
の
資
料
批
判
を
す
る
の
に
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、『
教
言
卿
記
』
応
永
一
二
年
の
記
載
の
如

く
、
氏
秋
・
幸
秋
ら
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
英
秋
譜
＝
三
帖
譜
で
あ
る
。
氏
秋
は
英
秋
の
弟
、
幸
秋
は
英
秋
の
次
男
で
第
二
〇
代
嫡
流
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
応
永
一
二
年
書
写
「
三
帖
譜
」
自
体
は
現
存
し
な
い
が
、
幸
秋
が
そ
の
十
数

年
後
に
書
写
し
た
譜
本
が
現
存
し
（
但
し
、
�
は
底
本
の
成
立
年
不
明
）、
そ
の
内
容
も
『
瑞
鳳
集
』
に
近
似
し
て
い
る
。
類
似
点
に
関

す
る
詳
細
は
次
項
で
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
筆
者
は
次
の
四
本
（
但
し
�
は
未
見
）
の
幸
秋
譜
を
確
認
し
た
。

�
『（
鳳
笙
譜
）』。
応
永
二
六
年
﹇
一
四
一
九
﹈
巳
亥
六
月
日
　
従
五
位
下
豊
原
幸
秋
判
、
永
禄
丁
夘
（
一
〇
年
）﹇
一
五
六
七
﹈
臘
月
廿

日
書
写
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
。

�
『
鳳
笙
譜
』
三
帖
。
応
永
二
九
年
﹇
一
四
二
二
﹈
十
月
日
　
豊
筑
後
守
幸
秋
、
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
蔵
。

�
『
鳳
笙
譜
（
仮
幸
秋
三
帖
譜
）』。「
右
三
帖
譜
者
為
葛
秋
之
更
以
下
可
有
外
見
若
無
相
続
之
子
孫
者
可
返
惣
領
者
也
／
応
永
三
二
年

﹇
一
四
二
五
﹈
二
月
五
日
　
筑
後
守
幸
秋
判

（（
1199
））

」（
以
上
、
平
出
目
録
よ
り
）。

�
『（
鳳
管
秘
抄
）』（
書
名
は
奥
書
よ
り
）。「
右
鳳
管
秘
抄
壹
越
調
筑
後
守
幸
秋
筆
相
伝
之
趣
書
写
者
也
」、
延
宝
五
〜
六
年
﹇
一
六
七
七

│
七
八
﹈
従
五
位
下
行
左
京
進
豊
原
朝
臣
通
秋
（
花
押
）、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
。

こ
れ
ら
の
幸
秋
譜
に
は
、
山
科
教
言
や
豊
原
英
秋
の
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
応
永
一
二
年
の
書
写
を
裏
付
け
る
記
述
も
見
あ
た
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ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
応
永
一
二
年
の
書
写
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
�
の
よ
う
に
実
際
に
「
三
帖
」
で
構
成
さ
れ
て
い
た
り
、
�
の
奥
書
に
「
右
三
帖
譜
」
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、

�
や
�
が
「
三
帖
譜
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
恐
ら
く
は
応
永
一
二
年
書
写
「
三
帖
譜
」
と
そ
う
遠
か
ら
ぬ
形
態
と
予
想

さ
れ
る
。

『
教
言
卿
記
』
応
永
一
四
年
条
に
よ
る
と
、
氏
秋
・
幸
秋
の
書
写
し
た
「
三
帖
譜
」
は
右
大
将
足
利
義
持
の
手
元
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

応
永
二
四
年
、
幸
秋
は
称
光
天
皇
の
笙
御
師
範
に
な
る
が

（（
2200
））

、
こ
れ
ら
の
譜
本
は
そ
の
後
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
幸
秋
は
豊
原

家
の
内
外
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
か
ら
、
当
時
の
新
た
な
解
釈
も
含
め
て
編
纂
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
は
、
�
〜
�
の
譜
の
内
容
は
、
応
永
一
二
年
書
写
時
の
よ
う
に
英
秋
譜
を
参
照
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
項
に
て
、『
瑞
鳳

集
』
に
先
行
す
る
譜
と
の
比
較
も
含
め
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

五
　
『
瑞
鳳
集
』
の
特
色
　
│
豊
原
家
諸
本
と
の
比
較
を
通
じ
て
│

『
瑞
鳳
集
』
の
楽
譜
と
し
て
の
特
色
は
如
何
な
る
も
の
か
。
現
存
す
る
豊
原
家
伝
本
の
う
ち
、『
瑞
鳳
集
』
に
前
後
す
る
譜
本
と
の
比

較
を
通
し
て
、
譜
本
の
構
成
や
収
録
曲
目
を
中
心
に
そ
の
特
色
を
整
理
し
て
み
た
い
。

五
│
一
　
豊
原
家
伝
本
の
現
存
状
況
　
│
『
瑞
鳳
集
』
と
そ
の
周
辺
│

１．

先
行
譜
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前
述
の
よ
う
に
、
英
秋
が
書
写
し
た
可
能
性
の
高
い
『
豊
兼
抄
』
は
現
存
し
な
い
の
で
、
こ
れ
以
外
の
先
行
譜
に
よ
っ
て
比
較
す
る
こ

と
に
な
る
。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
豊
原
家
伝
本
で
『
瑞
鳳
集
』
に
先
行
す
る
現
存
譜
は
、
利
秋
撰
『
古
譜
呂
律
巻
』﹇
一
二

〇
一

（（
2211
））

﹈、
お
よ
び
英
秋
祖
父
の
龍
秋
撰
『
鳳
笙
呂
律
秘
譜
』﹇
一
三
四
五

（（
2222
））

﹈
の
二
本
で
あ
る
。
今
回
は
豊
本
家
所
蔵
本
が
閲
覧
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
利
秋
・
龍
秋
の
両
本
と
も
に
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
（
書
名
は
平
出
目
録
に
な
ら
っ
た
）。

利
秋
（
第
一
〇
代
嫡
流
、﹇
一
一
五
五
│
一
二
一
二
﹈）
の
『
古
譜
呂
律
巻
』
は
、
こ
れ
ま
で
先
学
に
現
存
最
古
の
豊
原
家
笙
譜
と
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
（
福
島
﹇
一
九
八
七
﹈）。
六
調
子
の
伝
承
曲
を
ほ
ぼ
網
羅
的
に
備
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、『
瑞
鳳
集
』
と
同
等
の

収
録
曲
数
を
誇
る
。
そ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
嫡
流
の
利
秋
自
筆
譜
を
、
第
一
庶
流
の
近
秋
（
図
１
参
照
）
が
嫡
男
政
秋
の
為
に
書
写
し

（
寛
元
二
年
﹇
一
二
四
四
﹈）、
そ
れ
よ
り
数
百
年
の
時
代
を
下
っ
た
文
化
一
〇
年
﹇
一
八
一
三
﹈
に
再
び
嫡
流
に
戻
り
、
文
秋
の
手
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
瑞
鳳
集
』
は
元
禄
九
年
の
転
写
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
年
代
だ
け
比
較
す
る
と
、『
瑞
鳳
集
』
よ
り

も
む
し
ろ
こ
の
『
古
譜
呂
律
巻
』
の
方
が
新
し
い
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
龍
秋
（
第
一
六
代
嫡
流
、﹇
一
二
九
一
│
一
三
六
三
﹈）
の
『
鳳
笙
呂
律
秘
譜
』
は
、
豊
原
家
相
承
の
大
曲
秘
曲
の
口
伝
を
、
清

秋
（
龍
秋
の
父
）
が
相
伝
す
る
と
お
り
に
書
写
し
、
嫡
男
信
秋
（
英
秋
の
伯
父
）
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
四
箇
の
大
曲
や
陵

王
の
荒
序
な
ど
の
秘
曲
類
の
み
を
収
録
し
た
譜
で
あ
り
、『
古
譜
呂
律
巻
』
や
『
瑞
鳳
集
』
と
は
編
纂
目
的
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

英
秋
の
祖
父
や
伯
父
の
手
に
し
た
譜
と
あ
っ
て
、『
古
譜
呂
律
巻
』
よ
り
も
『
瑞
鳳
集
』
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

２．
『
瑞
鳳
集
』
以
降

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
英
秋
の
次
男
、
幸
秋
の
譜
は
、
現
存
す
る
豊
原
家
譜
本
の
な
か
で
、
英
秋
譜
を
参
照
し
た
可
能
性
が
最
も
高
い

も
の
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
現
存
譜
�
〜
�
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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�
『（
鳳
笙
譜
）』。
太
食
調
双
調
巻
奥
書
「
右
二
帖

ママ

ママ

譜
者
為
子
孫
書
之
／
不
可
有
外
見
者
也
可
用
常
只
拍
子
并
渡
物
等
少
々
載
之
渡
物
者

大
概
也
／
此
旨
不
可
堅
守
而
巳
／
応
永
二
六
年
﹇
一
四
一
九
﹈
巳
亥
六
月
日
／
従
五
位
下
豊
原
幸
秋
判
／
右
家
之
秘
本
相
傳
之
趣
書
写

之
訖
／
永
禄
丁
夘
（
一
〇
年
）﹇
一
五
六
七
﹈
臘
月
廿
日
」、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
。

�
『
鳳
笙
譜
』
三
帖
。
各
巻
奥
書
「
右
譜
者
初
學
練
習
／
稽
古
毎
気
書
之
不
可
有
／
外
見
者
也
／
応
永
二
九
年
﹇
一
四
二
二
﹈
十
月
日
／

豊
筑
後
守
幸
秋
」、
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
蔵
。

�
『
鳳
笙
譜
（
仮
幸
秋
三
帖
譜
）』。
太
食
調
双
調
巻
奥
書
「
右
三
帖
譜
者
為
葛
秋
之
更
以
下
可
有
外
見
若
無
相
続
之
子
孫
者
可
返
惣
領

者
也
／
応
永
三
二
年
﹇
一
四
二
五
﹈
二
月
五
日
　
筑
後
守
幸
秋
判
」、
豊
本
家
所
蔵
カ
（
以
上
、
平
出
目
録
よ
り
）。

�
『（
鳳
管
秘
抄
）』。「
呂
巻
壱
越
調
」
奥
書
「
右
鳳
管
秘
抄
壹
越
調
筑
後
守
幸
秋
筆
相
／
伝
之
趣
書
写
者
也
／
従
五
位
下
行
左
京
進
豊
原

朝
臣
通
秋
（
花
押
）
／
延
宝
丁
巳
（
五
年
）﹇
一
六
七
七
﹈
後
十
二
月
廿
三
日
」、「
律
巻
盤
渉
調
」
奥
書
「
右
鳳
管
秘
抄
盤
渉
調
筑
後
守

幸
秋
筆
／
相
伝
之
趣
書
写
者
也
／
従
五
位
下
行
左
京
進
豊
原
朝
臣
通
秋
（
花
押
）
／
延
宝
戌
午
（
六
年
）﹇
一
六
七
八
﹈
正
月
廿
一
日
」、

東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
。

�
〜
�
の
う
ち
、
筆
者
が
善
本
と
し
て
着
目
し
て
い
る
の
は
�
で
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
大
学
付
属
図
書
館
の
所
蔵
カ
ー
ド
に
「
鳳
笙
譜

豊
原
幸
秋
　
三
帖
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
先
学
の
目
に
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
え
、
調
査
の
当
初
、
書
庫
内
で
の
所
在
が

不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
ど
文
学
部
古
文
書
室
よ
り
所
在
確
認
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
幸
い
に
し
て
閲
覧
が
叶
っ
た
。
全
巻
が
一
筆
で

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
氏
秋
・
幸
秋
の
両
筆
に
よ
る
応
永
一
二
年
書
写
本
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
幸
秋
自
筆
か
否
か

不
明
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
装
丁
や
筆
跡
の
特
色
な
ど
か
ら
林
望
氏
に
鑑
定
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
応
永
二
九
年
に
近
い
成
立

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
少
な
く
と
も
元
禄
九
年
転
写
本
の
『
瑞
鳳
集
』
よ
り
も
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に
は
、
折
本
七
帖
か
ら
な
る
『
鳳
笙
譜
』
で
、「
豊
原
家
伝
本
」
と
注
記
さ
れ
た
雑
多
な
笙
譜
が
あ
る
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（
略
譜
・
壱
越
調
譜
・
大
食
調
双
調
譜
・
盤
渉
調
譜
・
雑
譜
三
巻

（（
2233
））

）。
こ
の
な
か
に
�
（
＝
雑
譜
三
巻
）
お
よ
び
�
（
＝
壱
越
調
譜
・
大
食

調
双
調
譜
・
盤
渉
調
譜
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
�
は
六
調
子
収
録
し
て
お
り
、
太
食
調
双
調
巻
に
の
み
「
応
永
二
六
年
」
と
い
う

�
よ
り
も
三
年
早
い
奥
書
が
あ
る
が
、
永
禄
年
間
の
転
写
本
で
あ
り
、
�
に
比
し
て
装
丁
や
筆
跡
が
劣
る
。
ま
た
、
�
は
未
見
で
あ
る
が
、

平
出
目
録
に
よ
る
と
「
原
本
ニ
非
ズ
写
本
ナ
リ
」
と
の
こ
と
、
そ
し
て
太
食
調
双
調
巻
、
お
よ
び
盤
渉
調
巻
の
み
の
よ
う
で
あ
り
、
�
も

前
述
の
如
く
全
巻
揃
わ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
�
は
幸
秋
譜
の
な
か
で
最
も
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
ま
た
豊
原
家
で
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
最
古
の
利
秋
譜
で
す
ら

文
化
年
間
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
�
は
そ
れ
を
さ
ら
に
遡
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

ま
た
、
英
秋
の
長
男
量
秋
の
『
量
秋
撰
渡
物
譜
』
も
あ
る
が
（
平
出
目
録
よ
り
）、
渡
物
に
限
定
し
た
譜
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

今
回
は
閲
覧
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
比
較
の
対
象
外
と
す
る
。

『
瑞
鳳
集
』
以
降
の
譜
で
、
も
う
ひ
と
つ
視
野
に
い
れ
て
お
き
た
い
譜
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
英
秋
と
同
じ
第
二
庶
流
に
属
し
、
当
時
楽

道
の
継
承
に
貢
献
し
た
繁
秋
﹇
一
四
四
五
│
一
五
〇
一
﹈
に
よ
る
譜
で
あ
る
。
福
島
和
夫
氏
に
よ
る
と
、
繁
秋
は
父
縁
秋
の
あ
と
を
う
け
、

地
下
楽
人
の
統
領
と
し
て
、
殊
の
ほ
か
楽
に
熱
心
で
あ
ら
れ
た
後
土
御
門
・
後
柏
原
天
皇
に
仕
え
、
特
に
明
応
年
間
の
活
躍
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
、
文
字
通
り
地
下
楽
人
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
文
亀
元
年
﹇
一
五
〇
一
﹈
に
繁
秋
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
周
囲
は
こ
れ
を
楽
道
断
絶
の
危
機
と
捉
え
た
と
い
う
（
福
島
﹇
一
九
八
一
﹈、
一
〇
六
頁
）。
繁
秋
の
『
鳳
笙
譜
』
三
巻
は
、
京
都
大

学
附
属
図
書
館
蔵
菊
亭
家
本
。
奥
書
「
右
此
譜
依
　
勅
定
加
一
校
／
拍
子
以
下
直
之
畢
但
猶
可
／
有
意
失
者
歟
／
延
徳
三
年
﹇
一
四
九
一
﹈

十
二
月
日
繁
秋
（
花
押
）」
と
い
う
譜
本
で
あ
り
、「
勅
定
に
よ
っ
て
一
校
を
加
え
た
」
と
あ
る
貴
重
な
譜
本
で
あ
る
。

な
お
、
平
出
目
録
に
よ
る
と
、「
豊
原
繁
秋
朝
臣
自
筆
笙
譜
」
一
巻
（
平
調
の
み
）
が
豊
氏
本
家
に
あ
り
、
京
大
本
よ
り
一
年
早
い
延

徳
二
年
奥
書
で
あ
る
と
い
う
。
豊
本
家
所
蔵
本
は
未
だ
閲
覧
し
て
い
な
い
の
で
、
京
大
本
の
繁
秋
譜
を
、
英
秋
以
降
の
第
二
庶
流
の
代
表

的
譜
と
し
て
比
較
の
対
象
と
す
る
。
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英
秋
前
後
の
伝
承
を
知
り
え
る
譜
本
は
、
南
北
朝
や
応
仁
の
乱
な
ど
の
乱
世
を
乗
り
越
え
て
や
っ
と
残
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

に
限
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
ま
た
、
先
行
譜
と
は
言
っ
て
も
、
両
者
と
も
筆
者
の
閲
覧
し
た
譜
本
は
近
世
の
転
写
本
で
あ
る
の
で
、

原
本
か
ら
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
瑞
鳳
集
』
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
と
の
比
較
も
必
須
で
あ
る
。

筆
者
の
為
し
得
た
史
料
収
集
は
不
完
全
で
あ
っ
て
ま
だ
調
査
の
途
上
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
今
回
閲
覧
の
か
な
っ
た
譜
本
を
中
心
に
し

て
、
平
出
目
録
を
参
照
し
な
が
ら
、
次
の
七
本
を
も
っ
て
比
較
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

○
利
秋
『
古
譜
呂
律
巻
』

（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
鳳
笙
調
呂
巻
」『
鳳
笙
調
律
巻
」）。

○
龍
秋
『
鳳
笙
呂
律
秘
譜
』
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、『
鳳
笙
譜
律
呂
合
』）

○
幸
秋
�
（
応
永
二
六
年
）
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
、『
鳳
笙
譜
』
よ
り
雑
譜
三
巻
）

○
幸
秋
�
（
応
永
二
九
年
）
（
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
蔵
、『
鳳
笙
譜
』）

○
幸
秋
�
（
応
永
三
二
年
）
（
平
出
目
録
、『
鳳
笙
譜
（
仮
幸
秋
三
帖
譜
）』）

○
幸
秋
�
『（
鳳
管
秘
抄
）』
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
、『
鳳
笙
譜
』
よ
り
壱
越
調
譜
・
大
食
調
双
調
譜
・
盤
渉
調
譜
）

○
繁
秋
『
鳳
笙
譜
』

（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）

五
│
二
　
譜
本
の
構
成
と
そ
の
特
色

『
瑞
鳳
集
』
は
、
こ
れ
ら
の
諸
本
と
比
較
す
る
と
如
何
な
る
特
色
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
小
稿
で
は
、
１．

巻
立
て
、
２．

収
録

曲
目
と
そ
の
配
列
、
そ
し
て
３．
〈
調
子
〉
奏
法
に
関
す
る
口
伝
│
「
調
子
姿
事
」
│
の
三
点
に
絞
っ
て
、
そ
の
特
色
の
一
部
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
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１．

巻
立
て

【
各
本
の
巻
立
て
】

①
〜
⑥
は
冊
（
巻
）
の
区
分
。
／
は
表
裏
に
記
載
の
も
の
。

名
称
（
幸
秋
譜
は
仮
称
）

現
存
巻
　
　
　
構
　
成

利
秋
『
古
譜
呂
律
巻
』

二
巻
二
冊
　
①
鳳
笙
調
呂
巻
（
壱
越
双
調
太
食
）、
②
鳳
笙
調
律
巻
（
平
調
黄
鐘
盤
渉
）。

龍
秋
『
鳳
笙
呂
律
秘
譜
』

二
巻
一
冊
　
①
鳳
笙
律
巻
（
平
調
黄
鐘
盤
渉
）、
鳳
笙
呂
巻
（
壱
越
双
調
太
食
）。

英
秋
『
瑞
鳳
集
』

六
巻
六
冊
　
①
壱
越
、
②
平
調
、
③
双
調
、
④
黄
鐘
、
⑤
太
食
、
⑥
盤
渉
。

幸
秋
�
（
応
永
二
六
年
）

三
巻
三
帖
　
①
壱
越
／
平
調
、
②
太
食
双
調
／
盤
渉
、
③
黄
鐘
。

幸
秋
�
（
応
永
二
九
年
）

三
巻
三
帖
　
①
壱
越
／
双
調
、
②
平
調
／
盤
渉
、
③
黄
鐘
／
太
食
。

幸
秋
�
（
応
永
三
二
年
）

二
巻
二
冊
　
①
太
食
双
調
、
②
盤
渉
。
�
四
冊
の
内
。
他
調
子
は
欠
。
奥
書
に
は「
右
三
帖
譜
」と
あ
り
。

幸
秋
�
『（
鳳
管
秘
抄
）』

三
巻
三
帖
　
①
呂
巻
（
壱
越
）、
②
呂
巻
（
太
食
）、
③
律
巻
（
盤
渉
）。
�
他
調
子
は
欠
。

繁
秋
『
鳳
笙
譜
』

三
巻
三
軸
　
①
壱
越
／
双
調
、
②
平
調
／
盤
渉
、
③
黄
鐘
／
太
食
。

先
行
譜
二
本
（
利
秋
・
龍
秋
）
は
、
呂
巻
と
律
巻
の
二
巻
構
成
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、『
瑞
鳳
集
』
は
六
調
子
が
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
毎

に
分
け
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
や
内
題
に
「
呂
巻
」「
律
巻
」
と
い
う
表
記
は
な
い
。

な
お
、
こ
の
呂
巻
・
律
巻
と
い
う
巻
立
て
は
、
幸
秋
�
に
も
見
ら
れ
、「
呂
巻
壱
越
調
」「
律
巻
盤
渉
調
」
の
よ
う
な
分
冊
と
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
三
巻
し
か
現
存
し
な
い
た
め
、
そ
の
他
の
調
子
が
ど
の
よ
う
な
巻
立
て
に
な
っ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
譜
か
ら
推

測
す
る
と
、
全
六
巻
で
各
調
子
に
分
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
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で
は
、『
瑞
鳳
集
』
原
本
も
、
呂
律
を
区
分
し
て
巻
立
て
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
瑞
鳳
集
』
の
奥
書
を
み
る
と
、【
本
奥
書
２
】
が

全
巻
に
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、【
書
写
奥
書
】
が
律
の
三
調
子
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出

な
い
が
、
律
呂
を
区
分
す
る
何
か
が
原
本
に
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
（
本
稿
「
三
　
書
誌
」
参
照
）。

ま
た
、『
瑞
鳳
集
』
各
冊
表
紙
の
右
端
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
寸
法
や
頁
数
が
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
（
図
２
参
照
）、
恐
ら
く
原
本
も

調
子
毎
に
分
け
ら
れ
、
六
巻
六
帖
（
頁
数
が
「
○
折
」
と
い
う
表
記
な
の
で
、
原
本
は
折
本
カ
。
し
た
が
っ
て
「
六
帖
」）
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

２．

収
録
曲
目
と
そ
の
配
列

前
項
で
見
た
よ
う
に
、
諸
本
の
巻
立
て
は
様
々
で
あ
り
、
ま
た
幸
秋
譜
�
と
�
は
全
調
子
揃
わ
な
い
と
い
う
条
件
で
あ
る
が
、
各
本
で

ど
の
よ
う
な
曲
目
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
配
列
は
如
何
な
る
も
の
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
各
調
子
に
分
け
て
比
較
し
て
み

る
。表

２
は
壱
越
調
、
表
３
は
平
調
の
曲
目
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
諸
本
の
収
録
内
容
を
二
部
に
便
宜
上
区
分
し
て
み
た
。

す
な
わ
ち
、
傍
線
の
上
部
の
曲
目
は
、〈
調
子
〉〈
音
取
〉
な
ど
、
舞
楽
風
に
い
え
ば
「
当
曲
」
に
先
だ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
曲
目
で
、
傍
線

の
下
部
は
通
常
の
合
奏
曲
、
い
わ
ば
楽
譜
の
主
た
る
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
傍
線
の
前
後
に
各
譜
本
を
区
分
し
、
次
の
二
項
に
分
け

て
特
色
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

２
│
１．

楽
譜
の
主
部
　
│
傍
線
以
降
の
楽
曲
│

順
序
と
し
て
は
前
後
す
る
が
、
ま
ず
楽
譜
の
中
心
的
部
分
で
あ
る
楽
曲
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
な
お
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
龍
秋

譜
は
大
曲
秘
曲
類
の
み
を
掲
載
し
た
譜
で
あ
る
の
で
、
そ
の
収
録
内
容
は
別
格
と
し
て
扱
う
が
、
表
内
に
は
参
考
の
た
め
加
え
て
あ
る
。
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25 豊原英秋撰『瑞鳳集』について

利秋譜 
調子 
〔楽目録〕 
 
 
（陵王音取） 
（胡飲酒音取） 
（鳥音取） 
 
（小音取） 
 
入調 
皇帝破陣樂 
團乱旋 
春鶯囀 
 
玉樹後庭花 
 
賀殿 
北庭樂 
承和楽 
羅陵王� 
胡飲酒 
弄槍 
十天樂 
壱弄樂 
河水樂 
溢金樂 
詔應樂 
廻杯樂 
渋河鳥 
歌曲子 
賀陵賓 
菩薩　� 
安樂塩 
 
 
壱徳塩 
 
酒胡子 
最涼州　� 
武徳樂 
 
新羅陵王 
酣酔樂 

�は只拍子の説を含むもの、��は配列移動。 

龍秋譜 
調子 
 
音取 
 
陵王胡飲酒音取 
 
 
 
 
〔楽目録〕 
入調 
〔皇帝破陣樂〕 
〔團乱旋〕 
〔春鶯囀〕 
羅陵王荒序　　　� 
 
　　　　　　　　� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　� 
 
 
 
 
 

瑞鳳集 
〔楽目録〕 
調子 
音取 
 
羅陵王音取 
 
迦陵頻音取 
菩薩音取 
 
 
朗詠付物 
皇帝破陣樂 
團乱旋 
春鶯囀 
羅陵王 
玉樹後庭花 
最涼州 
賀殿� 
北庭樂 
承和樂�　� 
 
胡飲酒 
弄槍� 
十天樂� 
壱弄樂� 
河水樂� 
溢金樂� 
詔應樂� 
廻杯樂� 
渋河鳥� 
歌曲子� 
迦陵頻� 
 
安樂塩� 
 
　　　　　　　� 
壱徳塩� 
 
酒胡子 
 
武徳樂� 
 
新羅陵王 
〔酣酔樂〕 
菩薩� 
 
 
 
 
 
 

繁秋譜 
〔楽目録〕 
調子 
音取 
 
 
 
 
 
 
 
 
皇帝破陣樂 
團乱旋 
春鶯囀 
羅陵王 
玉樹後庭花 
最涼州 
賀殿 
北庭樂 
承和樂 
 
胡飲酒 
弄槍 
十天樂 
壱弄樂 
河水樂 
溢金樂 
詔應樂 
廻杯樂 
渋河鳥 
歌曲子 
迦陵頻 
 
安樂塩 
 
　　　　　　　
壱徳塩 
菩薩 
酒胡子 
 
武徳樂 
　　　　　　　
新羅陵王 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸秋譜� 
〔楽目録〕 
調子 
音取 
小音取 
羅陵王音取 
 
迦陵頻音取 
菩薩音取 
御遊音取 
四段手 
朗詠付物 
皇帝破陣樂 
團乱旋 
春鶯囀 
羅陵王 
玉樹後庭花 
最涼州 
賀殿� 
北庭樂 
承和樂 
 
胡飲酒 
弄槍 
十天樂� 
壱弄樂 
河水樂 
溢金樂 
詔應樂 
廻杯樂� 
渋河鳥 
歌曲子 
迦陵頻� 
 
安樂塩 
 
 
壱徳塩 
　　　　　　� 
酒胡子 
 
武徳樂 
菩薩 
新羅陵王 
 
 
十天樂只拍子 
廻杯樂只拍子 
迦陵頻破只拍子 
 
 
 

幸秋譜� 
〔楽目録〕 
調子 
音取 
小音取 
陵王音取 
 
迦陵頻音取 
菩薩音取 
 
 
朗詠付物 
皇帝破陣樂 
團乱旋 
春鶯囀 
羅陵王 
玉樹後庭花 
最涼州 
賀殿 
北庭樂 
承和樂 
 
胡飲酒 
弄槍 
十天樂 
壱弄樂 
河水樂 
溢金樂 
詔應樂 
廻杯樂� 
渋河鳥 
歌曲子 
迦陵頻� 
 
安樂塩 
 
 
壱徳塩 
 
酒胡子 
 
武徳樂 
菩薩 
新羅陵王 
〔一團橋〕 
 
 
 
 
 
 
 

幸秋譜� 
〔楽目録〕 
調子 
小音取 
音取 
陵王音取 
 
迦陵頻音取 
菩薩音取 
 
 
朗詠付物 
皇帝破陣樂 
團乱旋 
春鶯囀 
羅陵王 
玉樹後庭花 
最涼州 
賀殿� 
北庭樂 
　　　　　　� 
 
 
 
十天樂� 
壱弄樂 
河水樂 
溢金樂 
詔應樂 
廻杯樂� 
渋河鳥 
歌曲子 
迦陵頻� 
 
安樂塩 
壱團橋� 
承和楽� 
壱徳塩 
 
酒胡子 
 
武徳樂 
菩薩 
新羅陵王 
　　　　　　� 
 
○渡物 
五常楽 
太平楽 
蘇合 
青海波 
酒清司 

表２ 【壱越調曲目比較】（幸秋譜 は欠）



本
稿
で
は
壱
越
調
・
平
調
の
み
掲
載
し
た
が
、
曲
目
の
配
列
や
収
録
内
容
は
、
ど
の
調
子
で
も
さ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
な
い
。

諸
本
で
の
収
録
曲
の
相
違
点
を
、『
瑞
鳳
集
』
を
中
心
と
し
て
見
て
み
る
と
、
大
ま
か
に
い
え
ば
次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

26

利秋譜 
調子 
〔楽目録〕 
 
 
入調 
三台塩 
萬歳樂 
皇　 
裹頭樂 
慶雲樂 
永隆樂 
甘州〔延〕 
 
廻忽 
陪臚 
想夫恋 
府南 
 
 
長命女児 
春楊柳　� 
夜半楽 
千金女児　� 
鶏徳 
 
勇勝　� 
小老子 
甘州〔早只〕 
王昭君 
 
 
林歌 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍秋譜 
調子 
〔楽目録〕 
 
入調 
音取 
 
 
〔皇　九帖〕 
 
 
 
甘州只拍子　 
〔五常楽〕 
 
 
 
 
　　　　　　　� 
　　　　　　　� 
 
　　　　　　　� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瑞鳳集 
〔楽目録〕 
調子 
音取 
 
朗詠付物 
三台塩� 
萬歳樂� 
皇　� 
裹頭樂� 
慶雲樂� 
永隆樂� 
甘州� 
五常樂� 
廻忽 
陪臚 
想夫恋 
府南 
勇勝� 
春楊柳 
〔長命女兒〕 
〔千金女兒〕 
夜半樂 
 
鶏徳 
〔安弓子〕　 
 
小娘子 
 
王昭君 
感恩多 
老君子 
林歌 
偈頌 
〔送秋樂〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸秋譜� 
〔楽目録〕 
調子 
音取 
小音取 
付物 
三台塩 
萬歳樂 
皇　 
裹頭樂 
慶雲樂 
永隆樂 
甘州� 
五常樂 
廻忽 
陪臚 
想夫恋� 
府南 
勇勝� 
春楊柳 
 
 
夜半樂 
 
鶏徳 
 
 
小娘子 
 
王昭君 
感恩多 
老君子 
林歌 
偈頌 
 
　○渡物 
　蘇合急 
　輪臺 
　青海波 
　白柱 
　越殿楽 
　千秋楽 
　海青楽 
　拾翠楽 
　鳥急 
　胡飲酒 
　武徳楽 
　林謌 

幸秋譜� 
〔楽目録〕 
調子 
音取 
小音取 
付物 
三台塩 
萬歳樂� 
皇　 
裹頭樂 
慶雲樂� 
永隆樂� 
甘州 
五常樂 
廻忽 
陪臚 
想夫恋� 
府南 
勇勝� 
春楊柳 
 
 
夜半樂 
 
鶏徳 
 
 
小娘子 
 
王昭君 
感恩多 
老君子 
林歌 
偈頌 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

繁秋譜 
〔楽目録〕 
調子 
音取 
 
 
三台塩 
萬歳樂 
皇　 
裹頭樂 
慶雲樂 
永隆樂 
甘州� 
五常樂 
廻忽 
陪臚 
想夫恋 
府南 
勇勝 
春楊柳 
 
 
夜半樂 
 
鶏徳 
 
 
小娘子 
 
王昭君 
感恩多 
老君子 
林歌 
〔偈頌〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�は只拍子の説を含むもの、��は配列移動。 

表３ 【平調曲目比較】（幸秋譜��は欠）



第
一
に
、『
瑞
鳳
集
』
で
目
録
だ
け
に
名
を
残
し
た
楽
曲
が
そ
れ
以
降
の
譜
で
は
目
録
か
ら
も
姿
を
消
す
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
先
行

譜
（
利
秋
譜
）
に
は
な
く
て
『
瑞
鳳
集
』
に
見
ら
れ
る
楽
曲
は
、
そ
れ
以
後
の
譜
に
も
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
楽
曲
の
異
同
】

Ⅰ
『
瑞
鳳
集
』
以
後
、
収
録
さ
れ
て
い
な
い
曲
目
（『
瑞
鳳
集
』
で
は
題
目
の
み
あ
り
。
但
し
、
傍
線
の
曲
は
題
目
も
な
し
）。

壱
越
調
〈
酣
酔
楽
〉

平
調
　
〈
長
命
女
児
〉〈
千
金
女
児
〉〈
安
弓
子
〉〈
送
秋
楽
〉

双
調
　
〈
皇
仁
〉〈
散
吟
打
球
楽
〉

盤
渉
調
〈
感
秋
楽
〉〈
承
秋
楽
〉〈
鶏
鳴
楽
〉

太
食
調
〈
五
常
楽
〉〈
郎
君
子
〉〈
飲
酒
楽
〉

Ⅱ
『
瑞
鳳
集
』
以
後
の
譜
で
付
加
さ
れ
て
い
る
曲
目

平
調
　
〈
五
常
楽
〉〈
感
恩
多
〉〈
老
君
子
〉〈
偈
頌
〉

黄
鐘
調
　
渡
物
〈
鳥
急
〉

右
の
と
お
り
、『
瑞
鳳
集
』
を
境
に
し
て
、
南
北
朝
期
に
す
で
に
廃
絶
し
て
い
た
曲
目
が
こ
れ
だ
け
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先

行
譜
の
利
秋
譜
に
も
な
い
曲
目
は
、
平
調
の
〈
安
弓
子
〉〈
送
秋
楽
〉、
太
食
調
の
〈
飲
酒
楽
〉
で
あ
る
。

な
お
、
利
秋
譜
収
録
の
太
食
調
〈
五
常
楽
〉
と
〈
郎
君
子
〉
は
、『
瑞
鳳
集
』
で
は
平
調
の
曲
目
と
し
て
収
録
さ
れ
、
以
後
の
譜
で
も

平
調
曲
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
利
秋
譜
に
は
〈
散
吟
打
球
楽
〉
が
双
調
と
黄
鐘
調
の
両
方
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
瑞
鳳
集
』
以

降
は
黄
鐘
調
の
み
と
な
る
。
ま
た
、
現
行
曲
で
も
あ
る
壱
越
調
曲
〈
壱
團
橋
〉
は
、
幸
秋
譜
�
で
初
め
て
現
れ
（
幸
秋
譜
�
で
は
目
録
の
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み
）、『
瑞
鳳
集
』
ま
で
の
譜
に
な
い
曲
目
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
の
曲
目
は
、
原
則
と
し
て
同
じ
収
録
曲
で
、
�
で
示
し
た
配
列
の
移
動
が
多
少
あ
る
も
の
の
、
ど
の
譜
も
ほ
ぼ
同
じ
配
列
と

見
て
よ
い
。
あ
え
て
い
え
ば
、
幸
秋
譜
�
が
他
本
に
比
し
て
渡
物
を
多
く
収
録
し
て
い
る
と
い
う
点
が
異
な
る
。

で
は
、
秘
曲
の
類
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
龍
秋
譜
は
そ
れ
ら
を
中
心
に
集
め
た
も
の
な
の
で
参
考
と
な
る
が
、
筆
者
の
閲
覧
し
た
京
大

本
で
実
際
に
収
録
し
て
い
る
曲
目
は
、〈
甘
州
〉
只
拍
子
、〈
喜
春
楽
〉
只
拍
子
、〈
蘇
合
〉
四
帖
只
拍
子
、〈
陵
王
〉
荒
序
の
四
曲
に
限
ら

れ
る

（（
2244
））

。
ま
ず
、〈
陵
王
〉
荒
序
の
譜
を
載
せ
て
い
る
の
は
龍
秋
譜
の
み
で
、
他
は
「
別
紙
注
之
」（『
瑞
鳳
集
』）、「
注
別
紙
」（
繁
秋
譜
）、「
極

秘
之
間
不
注
之
」（
幸
秋
譜
�
�
�
）
の
よ
う
に
注
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
こ
う
し
た
秘
曲
は
、
伝
授
の
都
度
、
別
紙
に
記

し
て
与
え
ら
れ
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
記
載
は
ご
く
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、〈
甘
州
〉〈
喜
春
楽
〉〈
蘇

合
〉
の
い
ず
れ
も
只
拍
子
の
曲
を
秘
曲
と
し
て
い
る
が
、『
瑞
鳳
集
』
で
は
〈
甘
州
〉〈
喜
春
楽
〉〈
蘇
合
〉
の
す
べ
て
、
幸
秋
譜
�
で

〈
甘
州
〉〈
喜
春
楽
〉、
幸
秋
譜
�
で
〈
蘇
合
〉、
繁
秋
譜
で
〈
甘
州
〉〈
蘇
合
〉
の
只
拍
子
説
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
他
の
譜
に
は
、
こ
の

三
曲
の
只
拍
子
説
は
な
い
。

『
瑞
鳳
集
』
の
大
き
な
特
色
の
ひ
と
つ
は
、
こ
う
し
た
只
拍
子
の
異
説
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
学
会
口
頭
発
表
の

折
に
も
司
会
の
遠
藤
徹
氏
に
ご
指
摘
を
受
け
た
。
表
中
に
�
で
記
し
た
曲
目
は
、
只
拍
子
の
説
も
同
時
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
後
の
譜
本
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
『
瑞
鳳
集
』
の
只
拍
子
曲
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

只
拍
子
を
多
く
含
む
楽
譜
の
例
は
、
平
安
期
の
琵
琶
譜
『
三
五
要
録
』
や
『
仁
智
要
録
』
ま
で
遡
る
。
寺
内
直
子
氏
に
よ
る
と
、
今
日
、

只
拍
子
で
演
奏
さ
れ
る
曲
目
は
非
常
に
少
な
い
た
め
、「
只
拍
子
」
は
特
殊
な
リ
ズ
ム
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、『
三
五
要
録
』
や
『
仁
智

要
録
』
に
は
多
く
の
曲
に
お
い
て
「
只
拍
子
」「
楽
拍
子
」
双
方
の
楽
曲
型
を
載
せ
、
し
か
も
「
只
拍
子
」
が
原
曲
と
し
て
第
一
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
寺
内
﹇
一
九
九
六
﹈、
二
七
九
頁
）。
す
な
わ
ち
、『
瑞
鳳
集
』
は
こ
う
し
た
古
説
を
多
く
残
し
た
譜
で
あ
る
と
い
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う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

２
│
２．
〈
調
子
〉〈
音
取
〉〈
付
物
〉
な
ど
　
│
傍
線
以
前
の
曲
目
│

次
に
、
表
２
・
表
３
で
傍
線
よ
り
も
上
に
記
し
た
曲
目
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
先
行
譜
二
本
と
『
瑞
鳳
集
』
以
降
の
譜
で
異

な
る
の
は
、
楽
目
録
の
位
置
で
あ
る
。
利
秋
・
龍
秋
両
譜
の
巻
頭
が
楽
目
録
で
は
な
く
〈
調
子
〉（
舞
出
ル
時
）
で
始
ま
り
、〈
入
調
〉（
舞
入

ル
時
）
の
前
に
楽
目
録
が
あ
る
。
一
方
、『
瑞
鳳
集
』
以
降
の
譜
で
は
〈
入
調
〉
が
な
く
、
楽
目
録
・
〈
調
子
〉
・
〈
音
取
〉
…
…
の
順
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

各
種
音
取
は
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
小
異
を
い
え
ば
、
龍
秋
譜
・
『
瑞
鳳
集
』
・
繁
秋
譜
の
三
者
に
は
〈
小
音
取
〉
が
な
い
。

ま
た
、〈
音
取
〉
の
配
列
（
収
録
方
法
）
に
関
し
て
い
え
ば
、
利
秋
譜
は
各
調
子
の
〈
音
取
〉・〈
小
音
取
〉
の
大
部
分
が
、
太
食
調
巻

〈
調
子
〉
の
後
に
あ
る
伝
授
記

（（
2255
））

の
後
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
盤
渉
調
を
例
外
と
し
て
、
他
調
の
〈
音
取
〉
は
各
調
子
に
配
置
さ
れ
て
い

な
い

（（
2266
））

。
〈
朗
詠
付
物
〉
は
、
前
述
の
よ
う
に
筆
者
の
最
も
関
心
の
あ
る
箇
所
で
あ
る
が
、
表
で
わ
か
る
よ
う
に
先
行
譜
二
本
に
は
掲
載
さ
れ
て

お
ら
ず
、『
瑞
鳳
集
』
や
幸
秋
譜
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
壱
越
・
平
調
以
外
の
調
子
も
同
じ
）。
ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
第
二
庶
流

の
譜
で
あ
り
な
が
ら
、
繁
秋
譜
に
は
こ
の
〈
朗
詠
付
物
〉
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
行
笙
譜
に
お
い
て
も
、〈
調

子
〉・〈
音
取
〉
の
後
に
〈
朗
詠
付
物
〉
譜
は
な
く
、
朗
詠
付
物
を
行
う
際
は
歌
物
譜
を
参
照
す
る
の
で
、
笙
譜
と
し
て
特
に
確
定
し
た
譜

は
な
い
。

『
瑞
鳳
集
』
や
幸
秋
譜
に
所
収
の
〈
朗
詠
付
物
〉
は
、
現
行
の
一
竹
（
単
旋
律
）
に
よ
る
付
物
と
印
象
が
異
な
り
、
合
竹
を
随
所
に
織

り
交
ぜ
る
な
ど
、
印
象
と
し
て
は
〈
調
子
〉
や
〈
音
取
〉
の
奏
法
に
近
い
。
笙
の
伝
承
曲
の
な
か
で
、〈
調
子
〉
や
〈
音
取
〉
は
難
易
度

の
高
い
曲
と
考
え
ら
れ
、
幸
秋
の
孫
、
統
秋
も
〈
調
子
〉〈
音
取
〉〈
付
物
〉
を
同
類
の
も
の
と
判
断
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
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〈
調
子
〉
の
奏
法
に
つ
い
て
記
し
た
「
鳳
笙
調
子
安
譜
注
」
の
末
尾
（『
體
源
鈔
』
巻
三
ノ
下
、
三
六
〇
頁
）
に
は
、「（
前
略
）
猶
所
残
音

取
并
付
物
等
以
此
才
學
可
吹
明
（
後
略
）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
音
取
や
付
物
に
関
し
て
記
述
し
そ
び
れ
た
が
、
こ
の
「
調
子
安
譜
注
」

を
参
考
に
し
て
音
取
や
付
物
を
吹
く
べ
し
」
と
の
意
に
解
釈
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
〈
朗
詠
付
物
〉
は
幸
秋
譜
を
通
じ
て
統
秋
に
も
受
け
継
が
れ
、
ま
た
幸
秋
譜
�
を
書
写
し
た
通
秋
（
第
二
九
代
嫡

流
）
に
も
継
承
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
嫡
流
の
伝
承
と
し
て
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
江
戸
期
の
楽
書
『
楽
家
録
』
記
載

の
朗
詠
付
物
に
関
す
る
内
容
は
こ
れ
と
既
に
齟
齬
を
来
し
て
お
り

（（
2277
））

、
こ
の
付
物
譜
が
実
際
の
演
奏
で
用
い
ら
れ
た
の
は
中
世
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。
な
お
、
楽
譜
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

３．
〈
調
子
〉
奏
法
に
関
す
る
口
伝
　
│
「
調
子
姿
事
」
│

最
後
に
、『
瑞
鳳
集
』
を
特
徴
づ
け
る
印
象
的
な
口
伝
と
し
て
、「
調
子
姿
事
」
を
と
り
あ

げ
た
い
。『
瑞
鳳
集
』
に
は
、
各
調
〈
調
子
〉
の
題
下
に
、
次
の
よ
う
な
口
伝
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。

壱
越
調
「
明
障
子
ニ
如
レ
懸
ク
ル
カ

レ
砂
ヲ
可
レ
吹
レ
之
」

平
調
　
「
春
ノ
風
ニ
柳
ノ
タ
ヲ
レ
タ
ル
カ
如
ク
可
吹
之
」

双
調
　
「
秋
草
ノ
咲
乱
タ
ル
中
ニ
幽
玄
ナ
ル
男
ノ
腰
刀
ニ
手
ヲ
打
懸
テ
立
タ
ル
カ
如
ク
可
吹
之
」

黄
鐘
調
「
銚
子
ニ
ス
ミ
タ
ル
酒
ヲ
入
タ
ル
ヲ
見
カ
コ
ト
ク
可
吹
之
」

太
食
調
「
板
敷
之
下
ニ
テ
牛
ノ
角
ツ
キ
ス
ル
カ
如
ク
可
吹
之
」

盤
渉
調
「
何
喩
ツ
ヘ
ク
モ
ナ
ク
只
シ
ツ
カ
ニ
延
カ
ケ
テ
可
吹
之
」
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す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
〈
調
子
〉
奏
法
に
関
す
る
口
伝
で
、
演
奏
す
る
際
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
、
比
喩
を
使
っ
て
口
伝
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
先
行
譜
二
本
に
は
こ
の
口
伝
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
例
え
ば
利
秋
譜
の
各
調
〈
調
子
〉
に
は
「
気
調
竹
渡
之
間
・
雖

有
口
傳
・
不
能
一
二
矣
」
と
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
形
容
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
よ
う
な
〈
調
子
〉
の
口
伝
は
、
現

存
譜
で
は
『
瑞
鳳
集
』
が
初
出
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
口
伝
が
、
幸
秋
譜
�
�

�
に
も
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
繁
秋
譜
に
も
、
平
調
だ
け
で
あ
る
が
、
頭
注
に
「
春
ノ
風
ニ
柳
ノ
タ
ヲ
レ
タ
ル
カ
如
ク

可
吹
之
」
の
口
伝
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
も
見
逃
せ
な
い
。

『
體
源
鈔
』
巻
一
に
も
、
こ
れ
と
類
似
し
た
内
容
が
「
調
子
姿
事
」（
一
四
頁
）
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
體
源
鈔
』
で
は
、
例
え

ば
壱
越
調
〈
調
子
〉
は
「
砂
を
う
つ
が
如
し
」
の
よ
う
に
少
々
言
葉
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
口
伝
で
あ
る
。『
瑞
鳳
集
』

に
は
「
調
子
姿
事
」
と
い
う
表
記
は
な
い
の
で
、
統
秋
が
各
調
の
〈
調
子
〉
の
口
伝
を
ま
と
め
て
、
こ
れ
ら
を
「
調
子
姿
事
」
と
題
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
幸
秋
の
孫
に
あ
た
る
統
秋
の
時
代
に
は
、
も
う
す
で
に
こ
の
口
伝
は
風
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、『
體
源
鈔
』
で
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
抑
此
六
調
子
の
姿
如
此
者
注
侍
と
も
た
し
か
に
可
吹
似
様
口
傳
之
書
モ
不
見
、
他
人
ニ
尋
と
も
か
つ
て
知
人

な
し
。
有
時
於
閑
所
北
稻
八
間
庄
亡
父
に
こ
れ
を
不
審
す
。
い
み
じ
く
も
尋
侍
。
是
ハ
口
傳
の
み
な
ら
ず
、
器
を
取
て
幾
度
も
吹
之
テ
心

得
べ
き
事
也
と
て
笙
を
取
よ
せ
吹
て
き
か
せ
ら
れ
侍
、
一
大
事
也
可
秘
由
堅
被
申
侍
。
書
ニ
注
事
此
文
を
始
と
み
る
べ
し
。
故
人
筆
跡
世

に
あ
る
ま
じ
き
事
の
第
一
と
可
思
。
穴
賢
々
々（（

2288
））

」。
統
秋
が
こ
の
口
伝
に
つ
い
て
当
時
人
に
尋
ね
て
も
知
る
人
な
く
、
閑
所
に
居
た
父

（
治
秋
）
を
訪
問
し
、
不
審
し
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
書
に
注
せ
ら
れ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
と
し
、
秘
す
べ
き
重
要
な
口
伝
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

幸
秋
譜
の
う
ち
、
筆
者
の
閲
覧
で
き
た
�
�
�
に
は
、
す
べ
て
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
口
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
。
こ
の
口
伝
が
利
秋
・
龍
秋
譜
に
な
く
、
幸
秋
譜
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
幸
秋
が
譜
本
を
書
写
す
る
際
に
英
秋
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譜
を
参
照
し
た
可
能
性
を
さ
ら
に
高
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
同
じ
第
二
庶
流
の
繁
秋
譜
に
は
平
調
の
〈
調
子
〉
口
伝
だ
け

あ
る
が
、
そ
の
書
式
等
を
見
て
も
、
幸
秋
譜
ほ
ど
近
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
譜
本
の
系
統
を
探
る
上
で
も
、
こ
の
口
伝
の
存
在

は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

六
　
ま
と
め

『
瑞
鳳
集
』
と
関
連
す
る
主
要
な
諸
本
の
位
置
づ
け
を
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
瑞
鳳
集
』
は
孤
本
で
あ
り
、
南
北
朝
期
に
活
躍
し
た
豊
原
英
秋
の
自
筆
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
内
容
は
、
英
秋
と
同
様
に
天
才
と
賞
さ
れ
た
兼
秋
に
よ
る
『
豊
兼
抄
』
の
書
写
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
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点
で
資
料
的
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
�
は
、
笙
で
名
高
い
山
科
教
言
に
進
呈
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、「
英
秋
自
筆
秘
蔵
本
」

と
し
て
教
言
に
珍
重
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
教
言
は
英
秋
自
筆
譜
を
氏
秋
や
幸
秋
ら
に
書
写
さ
せ
、
そ
れ
を
孫
の
教
豊
に
与
え
た
こ
と
、

ま
た
英
秋
譜
は
右
大
将
義
持
に
も
所
望
さ
れ
、
教
豊
所
持
の
三
帖
譜
を
進
呈
す
る
な
ど
、
英
秋
が
そ
の
当
時
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

譜
の
内
容
と
し
て
は
、『
瑞
鳳
集
』
を
境
に
し
て
廃
絶
し
た
曲
目
が
複
数
あ
る
こ
と
、
只
拍
子
の
説
を
多
く
収
録
し
て
お
り
、
平
安
期

成
立
の
古
楽
譜
『
三
五
要
録
』
や
『
仁
智
要
録
』
に
も
只
拍
子
が
多
く
み
ら
れ
る
点
に
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
現
行
と
は
異

な
る
〈
朗
詠
付
物
〉
を
含
み
、
こ
れ
が
庶
流
で
は
な
く
嫡
流
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、「
調
子
姿
事
」
と
い
う
独
特
の
口
伝

が
あ
っ
て
、
幸
秋
譜
や
幸
秋
孫
の
統
秋
に
よ
る
『
體
源
鈔
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
現
存
す
る
�
『
瑞
鳳
集
』
は
元
禄
九
年
の
転
写
本
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
批
判
的
に
扱
う
必
要

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
英
秋
譜
に
非
常
に
近
し
い
と
考
え
ら
れ
る
幸
秋
譜
を
以
て
校
合
し
た
上
で
、
次
稿
に
て
そ
の
内
容
（
特
に
朗
詠

付
物
）
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
資
料
の
閲
覧
に
際
し
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
各
位
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
各
位
、
お
よ
び
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
の

早
島
大
祐
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
三
島
暁
子
氏
に
、
書
誌
学
の
立
場
か
ら
恩
師
林
望

氏
に
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
資
料
整
理
で
は
鳥
谷
部
輝
彦
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
。

注

(

1)

本
系
図
は
、「
豊
原
鳳
笙
相
傳
　
朝
臣
」（『
體
源
鈔
』
巻
一
三
）、『
衆
清
録
』、
お
よ
び
「
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
（
楽
家
編
）」（
平
出
﹇
一
九
五
七
﹈）
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を
参
照
し
、
私
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
豊
原
家
系
図
に
関
す
る
先
行
研
究
に
、
福
島
﹇
一
九
九
五
﹈、
荻
﹇
一
九
九
六
﹈
が
あ
る
。

(
2)

笙
譜
以
外
の
朗
詠
付
物
譜
で
は
、
鎌
倉
期
成
立
の
琵
琶
譜
『
三
五
中
録
』
巻
一
二
付
載
部
（
藤
原
孝
時
﹇
一
一
八
九
│
一
二
六
六
﹈
撰
、
東
京
芸

術
大
学
附
属
図
書
館
に
転
写
本
あ
り
）
所
収
の
朗
詠
付
物
が
先
行
す
る
。

(

3)
先
学
に
よ
り
、
中
世
に
お
い
て
、
雅
楽
歌
物
の
朗
詠
が
声
明
の
伽
陀
に
転
用
さ
れ
る
例
や
、
伽
陀
の
一
部
を
朗
詠
の
節
で
唱
え
る
例
な
ど
、
両
者

の
互
換
性
の
例
が
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
福
島
﹇
一
九
八
四
﹈、
広
瀬
﹇
一
九
八
四
﹈、
菅
野
﹇
一
九
八
七
﹈、﹇
一
九
九
〇
﹈、
青
柳
﹇
一
九
九

九
﹈）。
筆
者
は
、
こ
の
朗
詠
・
伽
陀
の
音
楽
的
互
換
性
に
つ
い
て
、
付
物
と
い
う
器
楽
伴
奏
譜
の
視
点
か
ら
再
検
討
し
た
（
近
藤
﹇
一
九
九
五
﹈）。

(

4)

本
稿
は
、
筆
者
が
行
っ
た
東
洋
音
楽
学
会
東
日
本
支
部
第
十
五
回
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
（「
豊
原

英
秋
笙
譜
『
瑞
鳳
集
』
所
収
の
朗
詠
伽
陀
付
物
に
関
し
て
」
平
成
一
六
年
七
月
三
日
、
於
東
京
芸
術
大
学
）。
な
お
、
本
発
表
は
三
島
暁
子
氏
の
ご
発

表
「
豊
原
英
秋
考
」
と
と
も
に
行
い
、
三
島
氏
よ
り
多
く
の
ご
教
示
を
受
け
た
。

(

5)

『
體
源
鈔
』
巻
一
二
ノ
上
、
一
五
九
一
│
九
九
頁
。

(

6)

英
秋
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
坂
本
麻
実
子
氏
の
「
足
利
義
満
と
笙
」（
坂
本
﹇
一
九
九
四
﹈）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
三
島
暁
子
氏
に
よ
る

口
頭
発
表
に
お
い
て
、
諸
史
料
に
基
づ
く
具
体
的
な
事
歴
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
（
注
３
参
照
）、
近
々
に
論
文
に
て
ご
発
表
さ
れ
る
と
の
由
で
あ
る
。

な
お
、
南
北
朝
期
の
豊
原
家
に
関
し
て
は
、
荻
美
津
夫
氏
の
研
究
（
荻
﹇
一
九
八
六
﹈）
が
あ
り
、
龍
秋
・
信
秋
頃
ま
で
の
嫡
流
と
庶
流
の
対
立
等
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
島
氏
に
は
、
英
秋
よ
り
時
代
は
下
る
が
、
同
じ
く
第
二
庶
流
に
属
す
る
縁
秋
に
つ
い
て
の
論
攷
が
あ
る
（
三

島
﹇
一
九
九
七
﹈）。

(

7)

豊
永
聡
美
氏
、
お
よ
び
相
馬
万
里
子
氏
に
よ
っ
て
、
琵
琶
か
ら
笙
へ
の
変
遷
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
（
豊
永
﹇
一
九
九
八
﹈、
相

馬
﹇
一
九
九
八
﹈）。
豊
永
氏
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
変
化
は
南
北
朝
期
の
皇
位
継
承
の
問
題
に
絡
ん
で
お
り
、
後
光
厳
天
皇
は
、
皇
統
維
持
の
た
め

に
武
家
と
の
協
調
路
線
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
く
、
そ
こ
で
将
軍
家
と
同
じ
笙
が
選
ば
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
武
家
が
介
入
し
難
か
っ
た
宮

廷
音
楽
の
世
界
さ
え
も
、
将
軍
家
が
掌
握
す
る
道
が
開
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

(

8)

『
衆
清
録
』
上
、「
庶
流
英
秋
」
の
項
（『
日
本
楽
道
叢
書
』
下
、
一
〇
六
頁
）。

(

9)

六
人
の
平
舞
で
あ
り
、
装
束
に
蛮
絵
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
判
断
し
た
が
、
冠
で
は
な
く
甲
で
あ
る
点
が
異
な
る
（「
大
槻
如
電
〈
舞
楽
図
〉」、
多

﹇
一
九
九
〇
﹈、
六
五
頁
）。

(

10)

名
古
屋
市
中
区
栄
の
守
綱
寺
（
羽
塚
氏
）
ご
住
職
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
焼
失
と
の
御
回
答
を
得
た
。
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(

11)

『
日
本
楽
道
叢
書
』
下
、
八
三
三
頁
。
こ
の
ほ
か
、「
豊
氏
本
家
蔵
書
目
録
」（
平
出
﹇
一
九
四
三
﹈、
以
下
、
平
出
目
録
と
称
す
）
に
よ
る
と
、
江

戸
末
期
の
陽
秋
﹇
一
八
一
二
│
四
八
﹈（
嫡
流
第
三
四
代
）
の
編
纂
な
る
『
新
鳳
管
抄
』
及
び
『
笙
譜
拾
遺
』（
新
鳳
管
抄
附
属
）
は
、
そ
れ
ま
で
の

豊
原
家
伝
本
を
集
大
成
し
校
合
し
た
も
の
で
、
引
用
文
献
と
し
て
「
隋
鳳
集
」
や
「
英
秋
譜
」
の
名
称
が
見
ら
れ
る
。

(

12)

小
川
目
録
、
前
掲
書
、
八
三
二
頁
。

(

13)

な
お
、『
體
源
鈔
』
の
引
用
に
関
し
て
は
、
三
島
暁
子
氏
の
御
発
表
、「
豊
原
英
秋
考
」
配
付
資
料
を
参
考
に
し
た
。
一
方
、
小
川
目
録
で
は
、『
豊

兼
抄
』
の
ほ
か
、「
十
三
帖
譜
」
一
巻
、
お
よ
び
「
毎
息
譜
」
を
挙
げ
て
い
る
（
前
掲
書
、
八
三
三
頁
）。

(

14)

『
公
卿
補
任
』
延
文
四
年
条
、「
従
三
位
　
山
科
藤
教
言
」
の
項
に
、「
貞
和
二
年
正
月
六
日
従
四
位
上
。
同
十
二
月
十
二
日
内
蔵
頭
（
一
九
才
）」

と
あ
り
、
同
年
九
月
に
は
従
四
位
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(

15)

本
表
は
『
公
卿
補
任
』
延
文
四
年
条
、
お
よ
び
『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
十
三
、
応
永
一
七
年
一
二
月
一
五
日
条
を
参
照
し
、
作
成
し
た
。

(

16)

筆
者
は
、
平
成
一
六
年
の
学
会
口
頭
発
表
に
お
い
て
は
、「
応
安
三
年
に
中
将
で
あ
っ
た
山
科
家
の
人
物
は
い
な
い
」
と
し
た
が
、
林
望
氏
の
ご
教

示
に
よ
っ
て
、
次
の
点
で
教
言
が
中
将
と
称
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
解
を
改
め
た
。
ま
ず
、『
公
卿
補
任
』
応
安
三
年
条
で
は
、
教
言
と
同
じ
く
非
参

議
正
三
位
に
あ
る
西
園
寺
公
兼
が
左
近
中
将
、
三
條
実
冬
が
右
中
将
、
一
條
経
嗣
が
左
中
将
と
あ
り
、
ま
た
従
三
位
に
も
近
衛
冬
実
・
花
山
院
通
定

ら
が
左
中
将
、
大
炊
御
門
冬
宗
が
右
中
将
に
あ
り
、
三
位
（
従
三
位
）
に
あ
っ
て
も
中
将
で
あ
る
人
物
が
多
数
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
同
年

の
教
言
に
「
中
将
」
と
の
記
載
は
な
い
が
、
大
将
に
な
る
ま
で
は
中
将
で
あ
る
の
で
、
教
言
が
応
安
三
年
当
時
に
「
山
科
中
将
」
と
通
称
さ
れ
て
い

た
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(

17)

平
成
一
六
年
七
月
の
学
会
口
頭
発
表
の
際
、
三
島
暁
子
氏
に
ご
教
示
を
受
け
た
。

(

18)

「
十
一
歳
時
事
同
二
年
」（『
體
源
鈔
』
巻
一
二
ノ
上
、
一
五
九
七
頁
）。

(

19)

現
在
、
豊
本
家
に
ご
所
蔵
を
問
い
合
わ
せ
中
。

(

20)

『
大
日
本
史
料
』
応
永
二
四
年
一
〇
月
二
九
日
条
（『
看
聞
御
記
』）
に
よ
る
と
、
同
日
に
称
光
天
皇
の
笙
始
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
御
師
範

と
し
て
幸
秋
の
名
が
見
ら
れ
る
。

(

21)

建
仁
元
年
﹇
一
二
〇
一
﹈
三
月
一
九
日
藤
原
家
実
に
秘
曲
伝
授
の
為
、
利
秋
が
撰
進
し
た
譜
。
寛
元
二
年
﹇
一
二
四
四
﹈
十
月
一
一
日
近
秋
が
嫡

男
政
秋
の
た
め
に
書
写
。
近
秋
譜
を
も
っ
て
、
文
化
一
〇
年
﹇
一
八
一
三
﹈、
豊
原
文
秋
書
写
。
豊
本
家
旧
蔵
、
安
倍
季
昌
氏
蔵
（
遠
藤
徹
監
修
﹇
二

〇
〇
四
﹈、
一
一
九
頁
）。
平
出
目
録
（
注
11
参
照
）
に
、
収
録
曲
目
と
奥
書
に
関
す
る
記
載
あ
り
。
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な
お
、
今
回
、
豊
本
家
本
の
閲
覧
が
か
な
わ
ず
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
の
『
鳳
笙
調
呂
巻
』『
鳳
笙
調
律
巻
』
を
参
照
し
た
。
京
大
本
奥
書

に
は
建
仁
元
年
の
伝
授
記
は
な
い
が
、
近
秋
か
ら
政
秋
へ
の
伝
授
記
（
寛
元
二
年
）、
お
よ
び
文
秋
の
書
写
（
文
化
一
〇
年
）
が
、
豊
本
家
本
『
古

譜
呂
律
巻
』
奥
書
と
一
致
。
朱
に
て
「
寛
元
二
ヨ
リ
天
保
三
迄
五
百
九
十
年
」
と
の
注
が
あ
り
、
書
写
年
は
天
保
三
年
﹇
一
八
三
二
﹈
と
思
わ
れ
る
。

大
正
六
年
一
〇
月
一
〇
日
付
属
図
書
館
に
受
入
。

(

22)

康
永
四
年
﹇
一
三
四
五
﹈
龍
秋
撰
。
平
出
目
録
に
よ
る
と
、
豊
本
家
蔵
本
は
龍
秋
自
筆
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
筆
者
未
見
に
て
、
現
在
豊
本
家

に
所
蔵
を
確
認
中
。
筆
者
は
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
鳳
笙
譜
律
呂
合
』、
お
よ
び
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
『
鳳
笙
古
譜
律
呂
』
を
閲
覧
し
た
。
奥

書
「
右
當
家
相
承
調
子
已
下
大
曲
秘
曲
／
口
傳
之
条
々
故
清
秋
朝
臣
相
傳
之
通
／
不
残
一
事
律
呂
本
譜
令
書
写
之
／
授
于
嫡
男
右
兵
衛
尉
豊
原
信

秋
／
畢
努
々
不
許
他
見
者
也
／
康
永
四
年
八
月
廿
四
日
／
従
五
位
上
右
近
将
監
豊
原
龍
秋
在
判
」（
こ
こ
ま
で
豊
本
家
・
京
大
・
狩
野
文
庫
と
も
に
同

じ
）、
京
大
本
・
狩
野
文
庫
本
は
、「
天
保
五
年
﹇
一
八
三
四
﹈
甲
午
季
夏
／
金
森
六
左
右
衛
門
競
斉
源
可
政
写
之
」（
傍
線
部
、
狩
野
文
庫
本
に
は
な

し
）。
狩
野
文
庫
本
に
は
、
奥
書
に
万
延
元
年
﹇
一
八
六
〇
﹈
の
注
記
あ
り
。

(

23)

配
架
番
号
五
│
一
六
九
四
五
│
七
。

(

24)

筆
者
の
閲
覧
し
た
京
大
本
龍
秋
譜
の
目
録
上
で
は
、〈
皇
帝
破
陣
楽
〉〈
団
乱
旋
〉〈
春
鶯
囀
〉〈
萬
秋
楽
〉〈
五
常
楽
〉〈
皇

〉〈
春
庭
楽
〉〈
柳
花

苑
〉
が
あ
る
が
、
譜
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
転
写
の
段
階
で
欠
落
し
た
カ
。

(

25)

筆
者
の
閲
覧
し
た
京
大
本
（
四
六
丁
ウ
）
に
は
、「
右
之
入
調
于
嫡
男
左
兵
衛
少
尉
豊
原
／
政
秋
畢
於
此
外
ニ
者
雖
称
有
他
家
之
由
／
至
当
家
豊
原

氏
者
不
可
吹
之
状
如
件
／
寛
元
二
年
﹇
一
二
四
四
﹈
十
月
一
一
日
正
六
位
上
行
左
／
近
衛
将
監
豊
原
朝
臣
近
秋
（
花
押
）」。
こ
の
ほ
か
、
呂
巻
末
尾

（
六
三
丁
ウ
）
に
も
寛
元
二
年
近
秋
か
ら
政
秋
の
伝
授
記
、
お
よ
び
文
化
一
〇
年
文
秋
書
写
の
奥
書
あ
り
。

(

26)

壱
越
調
曲
表
中
で
陵
王
音
取
・
胡
飲
酒
音
取
等
が
（

）
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
壱
越
調
の
こ
の
位
置
に
音
取
が
な
い
が
、
前
記
の
箇
所
に
ま
と

め
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

27)

例
え
ば
、
演
唱
の
形
式
に
つ
い
て
い
う
と
、『
瑞
鳳
集
』
・
幸
秋
譜
・
『
體
源
鈔
』
等
で
は
、「
四
句
始
」「
四
句
終
」
な
ど
の
注
記
が
み
ら
れ
、
朗

詠
が
四
句
構
成
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
記
述
が
あ
る
が
、『
楽
家
録
』
で
は
現
行
と
同
じ
三
句
構
成
と
な
っ
て
い
る
（『
楽
家
録
』
巻

之
一
三
所
収
「
郢
曲
附
物
大
意
」、
四
七
六
│
七
八
頁
）。

(

28)

『
體
源
鈔
』
巻
一
、
一
四
頁
。
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《
参
考
文
献
》

○
論
文
・
著
書
　

青
柳
隆
志
　
﹇
一
九
九
九
﹈『
日
本
朗
詠
史
』
研
究
篇
・
年
表
篇
、
笠
間
書
院
。

遠
藤
徹
監
修
﹇
二
〇
〇
四
﹈『
雅
楽
』、
別
冊
『
太
陽
』
平
凡
社
。

多
忠
麿
編
　
﹇
一
九
九
〇
﹈『
雅
楽
の
デ
ザ
イ
ン
│
王
朝
装
束
の
美
意
識
│
』
小
学
館
。

荻
美
津
夫
　
﹇
一
九
八
六
﹈「
南
北
朝
期
に
お
け
る
楽
人
豊
原
氏
に
つ
い
て
」『
雅
楽
界
』
五
九
号
。

荻
美
津
夫
　
﹇
一
九
九
六
﹈「
地
下
楽
家
豊
原
氏
の
系
譜
と
そ
の
活
動
」『
日
本
歴
史
』
五
七
三
号
。

近
藤
静
乃
　
﹇
一
九
九
五
﹈「
付
物
に
み
る
伽
陀
・
朗
詠
〜
妙
音
院
流
伽
陀
を
中
心
に
し
て
〜
」
東
京
芸
術
大
学
修
士
論
文
。

坂
本
麻
実
子
﹇
一
九
九
四
﹈「
足
利
義
満
と
笙
」、
小
島
美
子
・
藤
井
知
昭
編
『
日
本
の
音
の
文
化
』
第
一
書
房
。

菅
野
扶
美
　
﹇
一
九
八
七
﹈「「
音
楽
講
式
」
の
朗
詠
―
諸
朗
詠
譜
と
の
関
連
に
お
い
て
」『
日
本
歌
謡
研
究
』
二
六
号
。

菅
野
扶
美
　
﹇
一
九
九
〇
﹈「『
音
楽
講
式
』
と
声
楽
〜
「
法
用
ニ
ハ
郢
曲
　
伽
陀
ニ
ハ
朗
詠
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
歌
謡
研
究
』
三
〇
号
。

相
馬
万
里
子
﹇
一
九
九
八
﹈「
琵
琶
の
時
代
か
ら
笙
の
時
代
へ
│
中
世
の
天
皇
と
音
楽
│
」『
書
陵
部
紀
要
』
四
九
。

寺
内
直
子
　
﹇
一
九
九
六
﹈『
雅
楽
の
リ
ズ
ム
構
造
│
平
安
時
代
末
に
お
け
る
唐
楽
曲
に
つ
い
て
│
』
第
一
書
房
。

豊
永
聡
美
　
﹇
一
九
九
八
﹈「
後
光
厳
天
皇
と
音
楽
」『
日
本
歴
史
』
五
九
八
号
。

広
瀬
美
都
　
﹇
一
九
八
四
﹈「
法
隆
寺
朗
詠
要
集
と
声
明
集
を
め
ぐ
っ
て
│
朗
詠
と
伽
陀
の
接
点
│
」『
雅
楽
界
』
五
八
号
。

福
島
和
夫
　
﹇
一
九
八
一
﹈「
文
亀
元
年
四
月
四
日
後
柏
原
天
皇
女
房
奉
書
と
豊
原
家
の
人
々
」『
東
洋
音
楽
研
究
』
四
六
号
。

福
島
和
夫
　
﹇
一
九
八
四
﹈「
朗
詠
古
譜
と
金
沢
文
庫
の
朗
詠
譜
」『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
歌
謡
・
声
明
篇
第
七
巻
、
便
利
堂
。

福
島
和
夫
　
﹇
一
九
八
七
﹈「
古
譜
呂
律
巻
」
の
項
（『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解
題
』
講
談
社
）。

福
島
和
夫
　
﹇
一
九
九
五
﹈「〔
音
楽
相
承
系
図
集
〕
考
」『
日
本
音
楽
史
研
究
』
一
号
。

三
島
暁
子
　
﹇
一
九
九
七
﹈「
豊
原
縁
秋
考
│
室
町
中
・
後
期
の
地
下
楽
人
の
一
断
面
」『
武
蔵
文
化
論
叢
』
第
二
九
│
一
、
二
号
。

○
史
料
（
�
は
本
文
中
の
略
号
）

「
楽
書
目
録
類
纂
」（
羽
塚
啓
明
編
『
日
本
楽
道
叢
書
』
復
刻
版
、
臨
川
書
店
）
�
小
川
目
録
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「
伽
陀
部
」「
朗
詠
部
」（『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
歌
謡
・
声
明
篇
第
七
巻
、
便
利
堂
）

「
御
遊
抄
」（『
続
群
書
類
従
』
第
一
九
輯
上
、
管
絃
部
、
巻
第
五
三
七
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）

「
衆
清
録
」（
羽
塚
啓
明
編
『
日
本
楽
道
叢
書
』
復
刻
版
、
臨
川
書
店
）

「
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
」（
平
出
久
雄
編
﹇
一
九
八
九
﹈、『
日
本
音
楽
大
事
典
』
平
凡
社
）

「
豊
氏
本
家
蔵
書
目
録
」（
平
出
久
雄
編
﹇
一
九
四
三
﹈、『
楽
道
撰
書
』）
�
平
出
目
録

「
鳳
笙
師
傳
相
承
」（『
続
群
書
類
従
』
第
一
九
輯
上
、
管
絃
部
、
巻
第
五
三
三
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）

「
法
隆
寺
聖
霊
会
声
明
集
　
金
堂
本
」（
影
印
解
題：

福
島
和
夫
﹇
一
九
八
三
﹈『
東
洋
音
楽
研
究
』
四
八
号
）

『
公
卿
補
任
』
二
（
新
訂
増
補
『
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
）

『
教
言
卿
記
』
一
、
二
（『
史
料
纂
集
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
）

『
體
源
鈔
』
一
〜
四
（
覆
刻
日
本
古
典
全
集
）

『
楽
家
録
』
二
（
覆
刻
日
本
古
典
全
集
）

『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
一
三
、
二
八

○
本
稿
は
、
平
成
一
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
。
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〔Summary〕

On“Zuihoshu”Edited by TOYOHARA Hideaki

KONDO Shizuno

“Zuihoshu”(in the collection of the Library of Kyoto University) is a
collection of tablatures for sho played in gagaku. According to its postscript, it
was given to YAMASHINA Noritoki in 1370 by TOYOHARA Hideaki (1347－87). What
remains today is a transcription made in 1698 that is said to have been
transmitted in the TOYOHARA family.“Zuihoshu”is valuable for the following
reasons.
1. It is the third oldest tablature following that by TOYOHARA Toshiaki (1201),

which is said to be the oldest existing tablature transmitted in the TOYOHARA

family, and that by TOYOHARA Tatsuaki (1345). It contains a total of 109 pieces
in 6 modes.

2. Hideaki is a member of a branch family of the TOYOHARA family, second
removed from the main family. But because he was a very talented person he
was taught “Ryo-o kojo,” a special piece of music, at the age of 15. He was
treated as though he were in the lineage of the main family.

3. The ro-ei tsukemono (accompaniment) that is written for each mode is the
oldest existing accompaniment among the sho tablatures of the TOYOHARA

family. It has been used in the tablatures of the main TOYOHARA family since
the days of Yukiaki, Hideaki's son. It also functions as kada tsukemono (with
some differences) and indicates musical compatibility between ro-ei (songs
of gagaku) and kada (ga‾tha‾ in Sanskrit, a kind of Buddhist chant shomyo).
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